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梅
雨
も
明
け
、
厳
し
い
暑
さ
が
や
っ

て
来
ま
し
た
。
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸

ま
で
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ

先
は
長
そ
う
で
す
。

夏
と
言
え
ば
、
や
は
り
海
水
浴
。

大
人
も
子
供
も
涼
を
求
め
て
足
を
運

び
ま
す
。
休
日
と
も
な
れ
ば
、
親
子

そ
ろ

っ
て
海
水
浴
場
へ
出
か
け
、
家

族
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ら
れ
る
方
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
子
供

の
水
難
事
故
と
ご
み
問
題
で
す
。
夢

中
で
遊
ん
で
い
て
深
み
に
入
っ
た
り

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
見
守
る
こ
と

も
、
帰
り
際
に
周
り
の
ご
み
の
持
ち

帰
り
を
実
行
し
て
見
せ
る
こ
と
も
、

私
た
ち
大
人
が
責
任
を
も

っ
て
や
ら

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

残
り
半
分
と
な
っ
た
夏
休
み
。
夏

パ
テ
し
な
い
よ
う
健
康
管
理
に
気
を

つ
け
、
無
事
故
で
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
、
っ
。
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第 2固定例会一一一一

第
ニ
間
関
定
捌
閉
会

離
島
航
路
国
庫
補
助

基
準
の
改
正
な
ど
に
よ
り

七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
(
専
決
)

平
成
七
年
度
一
般
会
計
予
算
に
七
千

六
百
三
十
七
万
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算

総
額
は
、
五
十
六
億
九
千
七
百
四
十
三

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

長
浜
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
〈
専
決
〉

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
長
浜
町

長
浜
町
議
会
第
二
固
定
例
会
が
、
六
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

の
二
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
専
決
処
分
と
な
っ
て
い
た
長
浜
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
、
平
成
七
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
五
号
)

な
ど
の
議
案
五
件
が
承
認
さ
れ
た
他
、
平
成
七
年
度
長
浜
町
水
道
・
工
業

用
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
、
平
成
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

の
議
案
五
件
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
浜
町
土
地
開
発
公
社
及
び
青
島
海
運
有
限
会
社
の
経
営
状
況

に
関
す
る
報
告
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
な
ど
の
議
会
報
告
案
件
八

件
は
全
て
受
理
採
択
さ
れ
、
農
業
委
員
の
推
薦
、
第
九
次
治
水
事
業
五
か

年
計
画
に
お
け
る
投
資
規
模
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
の
議
会
提
出
案
件

二
件
も
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

招集あいさつを行う上田町長

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
総
務
費
}
財
産
管
理
費
と
し
て
、
基

金
利
率
の
引
き
下
げ
に
伴
い
八
百
九
十

六
万
八
千
円
を
、
企
画
費
と
し
て
、
離

島
航
路
国
庫
補
助
基
準
の
改
正
に
よ
り

一
千
五
百
五
万
九
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
減

額
補
正
。

{
民
生
費
}
老
人
福
祉
費
と
し
て
、
老

人
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
三
百
五

十
二
万
一
千
円
を
増
額
。
地
方
改
善
対

策
費
と
し
て
、
道
路
事
業
の
清
算
に
伴

い
四
百
二
十
四
万
七
千
円
を
減
額
補
正
。

税
条
例
の
一
部
、
町
税
の
徴
収
等
の
特

例
に
関
す
る
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
と
し
て
、
個
人
町
民
税

の
均
等
割
額
が
、
千
五
百
円
か
ら
二
千

円
(
町
・
県
民
税
二
千
二
百
円
か
ら
一
一
一

千
円
)
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
七
年
度
に
引
き
続
き
、
八
年
度

に
お
い
て
も
町
民
税
の
所
得
割
額
の
一

五
%
(
二
万
円
を
限
度
)
特
別
減
税
を

行
う
改
正
と
、
こ
の
減
税
に
伴
う
納
税

通
知
書
及
び
納
期
の
変
更
な
ど
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

特
別
減
税
に
よ
る
徴
収
方
法
は
昨
年

と
同
様
で
、
減
税
額
分
を
第
一
期
(
六

月
)
を
徴
収
し
な
い
こ
と
で
対
応
す
る

た
め
、
八
年
度
の
町
・
県
民
税
(
減
税

後
税
額
)
の
徴
収
に
つ
い
て
、
集
合
徴

収
で
は
、
第
二
期
(
七
月
)
か
ら
第
十

期
(
三
月
)
の
九
期
間
で
、
特
別
徴
収

で
は
、
七
月
か
ら
翌
年
の
五
月
給
与
分

の
十
一
か
月
で
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

町

道

の

認

定

今
坊
地
区
に
お
い
て
、
平
成
七
年
度

地
域
改
善
対
策
事
業
に
よ
り
実
施
し
た

大
谷
口
地
区
道
路
の
改
良
整
備
に
伴
い
、

地
区
内
に
お
け
る
日
常
生
活
の
利
便
性

は
も
と
よ
り
、
周
辺
地
域
の
道
路
形
成

上
に
お
い
て
も
主
要
な
路
線
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
回
町
道
に
認
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。

第
九
次
治
水
事
業
五
箇
年

計
画
に
お
け
る
投
資
規
模
の

確
保
に
関
す
る
意
見
書

治
水
安
全
度
は
ま
だ
ま
だ
低
い
水
準

に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
当
町
に

と
っ
て
、
肱
川
沿
い
に
点
在
す
る
諸
集

落
の
存
続
と
安
全
な
生
活
の
確
保
は
重

国
・
県
道
の
改
良
や

漁
港
局
部
改
良
事
業
費
な
ど

八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
八
年
度
一
般
会
計
予
算
に
、
二

億
九
千
六
十
三
万
一
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
五
十
億
五
千
五
百
七
十

一
一
一
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

{
民
生
費
}
老
人
福
祉
費
と
し
て
、
前

要
課
題
で
あ
り
、
当
町
の
発
展
の
た
め

に
は
、
肱
川
の
治
水
事
業
の
整
備
促
進

が
緊
急
か
っ
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、

政
府
に
お
け
る
「
第
九
次
治
水
事
業
五

箇
年
計
画
」
の
策
定
に
当
た
り
、
肱
川

河
川
整
備
構
想
を
早
期
に
実
現
さ
せ
る

た
め
に
、
必
要
な
投
資
規
模
の
満
額
確

保
と
併
せ
て
平
成
九
年
度
治
水
事
業
予

算
の
大
幅
な
増
額
を
、
国
に
強
く
要
望

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
国
庫
負
担
金
の
清
算
に
伴
う
老
人

保
健
特
別
会
計
繰
出
金
な
ど
で
、
四
百

七
十
六
万
円
を
減
額
補
正
。

一
農
林
水
産
業
費
}
漁
港
建
設
費
と
し

て
、
出
海
漁
港
局
部
改
良
事
業
の
割
当

て
内
示
増
に
伴
、
つ
工
事
請
負
費
な
ど
五

千
九
百
七
ト
八
万
一
千
円
。

一
土
木
費
一
道
路
橋
梁
費
の
県
営
工
事

費
と
し
て
、
本
年
度
実
施
予
定
し
て
い

る
国
・
県
道
の
改
良
等
に
要
す
る
事
業

費
負
担
金
一
億
一
千
二
百
八
十
九
万
九

千
円
。



農
山
漁
村
地
域
活
性
化
対
策
費

消
防
団
長
の
桂
命

教
育
委
員
の
選
任

有
効
活
用
に
努
め

活
性
化
を
回
り
た
い

一一一一一船貿問

質
問
・
・
・
農
山
漁
村
ふ
る
さ
と
事
業
は
、

農
山
漁
村
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
、
農
林
漁
業
の
振
興
や
円
、
主
的
・
宅

体
的
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
の

ソ
フ
ト
事
業
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、

地
方
交
付
税
耕
置
を
講
じ
る
も
の
で
、

当
町
に
お
い
て
は
、
J
r
成
七
年
度
に
↑
一

千
二
百
万
円
が
算
入
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
長
山
漁
村
活
性
化
に
ど
の
よ
、
つ

に
つ
な
げ
た
の
か
。
ま
た
、
八
年
度
か

ら
十
二
年
度
ま
で
に
約
一
一
億
円
の
対
策

費
が
算
入
さ
れ
る
ど
忠
わ
れ
る
が
、
町

独
円
の
長
山
漁
村
活
性
化
事
業
は
考
え

な
い
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
こ
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
一
平
成
十
一
一
年
ま
で
の
六
年
間
に

わ
た
り
地
方
交
付
税
で
措
置
が
講
じ
ら

田

堅
太
郎

議
官
員

'* 

れ
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
町
の
農
山
漁
村
の
振
興
は
、

就
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、
自

由
化
へ
の
対
応
を
会
強
に
各
組
合
と
協

議
の
も
と
娠
興
事
業
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
つ

今
回
の
交
付
税
は
、
普
通
交
付
院
で

あ
り
、
日
出
勢
調
台
の
結
果
に
よ
り
変
動

す
る
と
忠
わ
れ
る
が
、
町
で
は
つ
千
一
」

百
万
円
と
な
コ
て
お
り
、
特
定
事
業
に

限
定
す
る
こ
と
な
く
農
林
漁
業
の
振
興

事
業
の
一
般
財
源
と
し
て
、
す
で
に
い

ろ
い
ろ
な
事
業
に
充
当
し
て
い
る
の

今
後
も
、
各
組
合
の
要
望
に
対
応
で

き
る
よ
う
新
規
事
業
の
選
択
や
継
続
事

業
を
可
能
な
隈
り
文
援
し
、
交
付
税
の

有
効
活
用
に
努
め
農
産
漁
村
の
活
性
化

を
凶
っ
て
い
き
た
い
。

早
期
じ
解
決

し
て
行
き
た
い

みかんの改植事業の補助金にも交付金が便われています

質
問
:
・
こ
の
四
月
に
は
任
用
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
消
防
凶
長
が
、

一
一
-
か
月
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
今
日
、

未
だ
に
拝
用
さ
れ
で
い
な
い
。
二
一
月
に

聞
か
れ
た
分
団
長
会
に
お
い
て
、
上
回

団
長
が
退
任
挨
拶
を
し
、
全
会
一
致
で

副
団
長
を
団
長
に
推
薦
す
る
ミ
と
に
な
っ

た
わ
け
だ
が
、
こ
の
推
薦
を
、
未
だ
に

町
長
が
何
の
理
由
も
な
ぐ
受
け
入
れ
ず
、

辞
令
を
山
さ
な
い
の
は
ど
う
し
て
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
消
防
団
長
任
命
の

件
に
つ
い
て
は
、
私
も
残
念
に
思
う
と

こ
ろ
で
あ
る
。
縮
か
に
三
月
心
不
付
け
の

退
問
届
が
提
出
さ
れ
た
が
、
私
が
そ
の

同
を
受
理
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
事
務
局
で
は
退
団
届
が
受
理
さ
れ

た
も
の
と
し
て
分
団
長
会
が
開
催
さ
れ
、

同
長
の
推
薦
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

消
防
団
長
は
、
町
民
の
生
命
・
財
産

等
を
保
護
す
る
と
い
う
極
め
て
重
要
な

任
務
を
遂
行
ぎ
れ
て
い
る
組
織
の
長
で

あ
り
、
ま
た
、
八
分
間
中
五
人
の
分
団

長
が
替
わ
ら
れ
る
を
い
う
こ
と
か
ら
、

私
は
、
今
ま
で
の
体
制
で
臨
む
べ
き
で

あ
る
と
判
断
し
た
択
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
団
長
自
身

の
健
康
よ
の
問
題
も
あ
り
、
辞
意
が
固

い
こ
と
か
ら
、
こ
の
線
に
沿
っ
て
早
く

解
決
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

全
体
的
な
パ
ヲ
ン
ス
の
中
で

極
力
の
あ
る
ガ
を

質
問
・
・
・
教
育
委
員
の
定
数
は
五
人
で

あ
る
が
、
平
成
七
年
ト
月
二
十
六
日
以

来
一
人
欠
員
と
な
っ
て
平
八
か
月
で
あ

る
。
こ
の
六
月
定
例
会
に
お
い
て
も
選

任
の
提
案
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
議
会

と
し
て
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

わ
け
だ
が
、
町
長
は
、
地
方
行
政
に
お

け
る
教
育
委
員
の
重
要
性
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
に
ま
た
、
長
期
欠

員
の
理
由
あ
る
い
は
提
案
で
き
な
い
わ

け
は
何
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
教
育
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
本
町
の
教

育
行
政
を
決
め
る
重
要
な
案
件
だ
と
考

え
て
い
る
。
認
識
の
問
題
は
別
と
し
で

も
、
教
育
委
員
会
は
、
地
方
の
教
育
行

政
事
務
を
合
議
制
に
よ
っ
て
管
理
執
行

す
る
機
関
で
あ
り
、
教
育
行
政
に
支
障

の
無
い
安
定
し
た
管
理
執
行
が
図
ら
れ

る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

選
任
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
重
要
な

案
件
で
あ
り
た
だ
延
ば
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
十
月
末
円
で
教
育
長
、
教
育

委
員
長
が
任
則
満
了
に
な
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、

将
来
に
本
町
の
教
育
行
政
を
捧
げ
ら
れ

る
よ
う
な
能
力
の
あ
る
方
を
選
任
し
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
今
し
ば
ら
く

猶
予
を
頂
き
た
い
。
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一般質問一一一一一

大
洲

i
長
浜
線
道
路
改
良
工
事

と
堤
防
工
事
に
よ
る
住
宅

及
び
企
業
の
移
転
先

長
浜
町
の
商
業
振
興

都
市
計
画
区
域
の
見
直
し

肱
川
河
川
改
修

皆
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
を

質
問
・
・
・
大
洲
長
浜
線
道
路
改
良
工
事

と
堤
防
工
事
に
よ
る
性
宅
並
び
に
企
業

の
移
転
先
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
一
昨

年
に
は
仁
久
地
区
で
交
通
死
亡
事
故
が

起
こ
っ
て
お
り
、
一
日
も
早
く
歩
道
付

き
の
立
派
な
送
路
を
造
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
に
は
、
企
業
・
性
宅
の
代
替
地

を
開
発
公
社
で
確
保
・
供
給
し
、
人
が

町
外
へ
流
出
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
先
決
は
で
な
い
か
と
考
え
る
が
、
現

在
ど
の
よ
う
な
作
業
を
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
山
市
本
石
油
庖
前
か

ら
仁
久
地
区
間
に
つ
い
て
、
大
変
危
険

な
状
態
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、

当
区
間
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
地
権
者

手
関
係
者
の
ご
埋
解
を
頂
き
、
用
地
測

量
を
実
施
す
る
段
階
ま
で
進
捗
し
て
い

る。
企
業
・
住
宅
等
被
補
償
者
へ
の
代
替

東

士
口

成

話
相
官
冒
一

地
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

被
補
償
者
が
移
転
先
を
決
定
さ
れ
る
こ

と
が
第
一
義
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

用
地
測
量
及
び
建
物
調
査
等
が
終
了
次

第
、
被
補
償
者
へ
の
本
格
的
な
意
向
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、

企
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
代
替
地
に
関

す
る
意
向
調
売
を
実
施
中
で
あ
り
、
志

向
に
沿
っ
た
代
替
地
が
確
保
で
き
る
よ

う
適
地
調
査
を
し
て
い
る
c

今
後
は
、
代
存
地
所
有
者
に
対
す
る

意
向
調
査
と
併
せ
、
代
替
地
の
確
保
を

土
地
開
発
公
社
で
先
行
取
得
す
べ
き
か

ど
う
か
早
々
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
円
滑
な
諸
事
業
推
進

に
は
、

ι
融
当
地
区
の
皆
さ
ん
、
被
補
償

者
、
町
民
作
杭
の
ご
開
解
ご
協
力
が
必

須
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の

行
政
・
岡
仁
会
と
も
ど
も

活
気
あ
る
岡
山
川
向
づ
く
り
を

質
問
・
・
・
商
応
街
の
不
振
の
要
凶
は

人
口
減
と
農
林
業
の
不
振
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
変
大
き
い
と
考
え
る
。
中
に
は
、

廃
業
等
将
来
の
心
配
を
さ
れ
て
い
る
方

も
お
り
、
誠
に
残
念
な
ご
と
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
町
商
工
会
の
あ
り
力
に

つ
い
て
ど
う
考
え
、
商
官
仙
の
活
気
を

取
り
戻
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

た
て
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
今

H
の
日
本
の
産

業
低
迷
は
、
商
業
の
み
な
ら
ず
全
産
業

共
通
の
問
題
で
あ
る
。
特
に
、
そ
の
共

通
の
要
国
で
あ
る
人
口
の
自
然
減
少
・

高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、
自
由
化
等
に

よ
り
日
本
の
産
業
構
造
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
厳
し
い
情
勢
の
中
、
町
と

し
て
は
、
商
庖
経
営
改
詐
や
地
域
振
興

事
業
等
に
対
し
商
工
会
を
通
じ
て
支
援

す
る
と
共
に
、
中
小
企
業
振
興
資
金
融

資
制
度
を
大
幅
に
見
直
し
、
ス
タ
ー
ト

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
顧
客
の

固
定
化
と
商
庖
街
へ
の
誘
導
に
連
結
す

る
公
共
施
設
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
商
業
拒
興
は
行
政
の
み
で

は
到
底
図
れ
ず
、
企
画
・
実
践
を
相
う

商
工
会
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
あ
什
¥

行
政
・
商
工
会
・
経
営
者
と
も
ど
も
活

気
あ
る
商
庖
街
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
、
日
」
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

区
域
の
拡
大
に
は

相
当
の
困
難
性
が

質
問
-e-
肱
川
改
修
工
事
が
始
ま
り
、

各
地
で
品
明
会
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
皆
さ
ん
納
得
さ
れ
て
い
る

の
か
っ
大
和
地
区
の
よ
う
に
、
一
方
は

山
、
も
う
一
方
は
向
い
堤
防
に
閉
ま
れ

る
こ
と
を
い
い
環
境
と
言
え
る
の
か
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
都
市
計
画
区
域
指
定

を
受
け
医
画
整
理
事
業
を
行
、
つ
こ
と
に

よ
り
、
不
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
し
て
か
ら
上
流
堤
防
工
事
を
す

れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、

都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
作
業
は
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
一
級
河
川
肱
川
改

修
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
激
特
事
業
に
も
絡
み
が
あ
り
お
考

え
の
際
に
は
よ
く
整
理
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
ず
、
白
滝
地
V
れ
に
つ
い

て
は
、
用
地
買
収
を
完
了
し
、
羽
十
代
暫

定
堤
防
の
一
部
が
建
設
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
滝
川
樋
門
に
つ
い
て
も
、

従
前
に
説
明
を
し
て
い
た
が
、
ム
ー
同
の

激
特
事
業
の
採
択
に
よ
り
昨
年
説
明
会

を
実
施
し
、
ご
了
解
を
い
た
だ
い
た
も

の
と
し
て
工
事
に
エ
事
干
し
た
訳
で
あ
る
。

し
か
し
、
樋
門
に
つ
い
て
の
説
明
不
足

に
よ
り
再
度
の
説
明
会
を
実
施
し
、
樋

門
建
設
と
併
せ
て
滝
川
改
修
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
と
の
こ
と
で
ご

f
解
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
大
和
地
区
に
つ
い
て
は
、
六

月
十
四
日
に
第
一
回
の
説
明
た
を
実
施

し
、
建
設
省
か
ら
新
河
道
に
よ
る
計
画

説
明
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
勺
い

て
は
、
今
後
地
元
の
皆
さ
ん
と
協
議
を

密
に
し
、
納
得
の
い
く
安
心
し
て
暮
ら

せ
忍
環
境
整
備
に
最
普
の
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
良
好
な
生
活
環
境
確

保
へ
の
都
市
計
画
に
基
づ
く
区
西
整
理

事
業
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
既
成
市
街

地
区
域
と
し
て
の
適
格
性
の
可
百
や
、

農
地
転
用
等
他
省
庁
と
の
訓
撃
も
含
め
、

区
域
の
拡
大
に
は
相
当
の
岡
雑
仕
が
考

え
ら
れ
る
と
共
に
、
地
盤
か
さ
上
げ
に

よ
る
宅
地
計
長
は
、
補
助
対
象
外
と
な
っ

て
お
り
、
事
業
の
万
向
性
か
ら
若
干
逸

築堤が予定される大和地区



-5-

脱
す
る
面
も
存
在
す
る
の
で
充
分
ご
留

意
い
た
だ
き
た
い
。
町
と
し
て
は
、
こ

れ
ら
の
こ
と
も
踏
ま
え
更
に
検
討
を
加

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総
合
的
な
改
修
を

要
望
提
言
し
て
い
る

質
問
・
:
肱
川
河
川
改
修
に
つ
い
て
、

主
流
堤
防
が
完
成
す
れ
ば
水
量
が
増
え
、

大
和
橋
を
現
在
よ
り
二
一

m
ほ
ど
高
く
す

る
と
赤
橋
は
ど
う
な
る
の
か
。

河
口
が
狭
く
、
広
く
し
な
け
れ
ば
水

が
は
け
な
い
と
一
一
一
一
円
わ
れ
て
い
る
が
、
長

浜
側
か
沖
浦
側
の
ど
ち
ら
か
を
広
げ
る

長
浜
町
総
合
整
備
計
画

監
査
委
員
の
常
勤
化

重
要
お
課
題
と
し
て

一一一一瞬質問

取
り
組
ん
で
い
く

質
問
・
・
・
長
浜
町
総
合
整
備
基
本
計
画

が
、
昭
和
六
十
三
年
に
策
定
さ
れ
て
か

ら
十
年
近
く
に
な
る
。
計
画
通
り
実
施

さ
れ
た
事
業
も
あ
る
が
、
公
共
下
水
事

計
固
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
長
浜
大
梧
(
赤
楕
)

架
橋
地
点
の
河
川
改
修
計
画
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
土
木
だ
建
設
省
か
ら
詳
細
な

説
明
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、

大
洲
し
事
事
務
所
発
行
の
古
報
紙
で
見

る
限
り
、
沖
浦
側
に
計
画
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
長
浜
・
沖
浦
両

市
街
地
の
高
潮
に
配
慮
す
る
と
共
に
、

漁
港
の
存
存
や
長
浜
大
橋
の
価
値
観
を

も
勘
案
し
た
総
合
的
な
改
修
を
要
望
捷

一
一
一
目
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
酪
酌
し
た
詳

細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

同

孝

一
日
諮
問
回
国
民

士山

業
、
庁
舎
建
設
な
ど
非
常
に
大
き
な
事

業
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
汁

し
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
長
浜
町
の
人
口
が
一
万
人
を

切
る
の
は
時
間
の
問
題
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
人

μ
流
出
に
歯
止
め
を
し
人

口
を
増
や
す
に
は
、
宅
地
の
造
成
と
宅

地
供
給
事
業
の
推
進
し
か
な
い
と
思
う

が
、
町
長
の
考
え
は
ど
う
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
長
浜
町
総
合
整
備

基
本
計
画
は
、
昭
和
六
十
一
一
一
年
に
策
定

さ
れ
た
も
の
で
、
二
十
三
か
年
も
の
長

期
に
渡
る
基
本
計
画
で
あ
る
。
ご
指
摘

の
汚
水
処
理
施
設
及
び
庁
舎
建
設
等
に

つ
い
て
は
、
長
浜
港
の
埋
立
造
成
後
に
、

庁
舎
、
消
防
支
署
等
都
市
機
能
施
設
整

備
を
目
途
と
し
た
都
市
再
開
発
川
地
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し

て
い
る
。
な
お
、
港
詰
埋
立
に
は
、
現

在
整
備
中
の
山
県
営
て
区
小
型
船
だ
ま
り

の
完
成
と
、
そ
の
後
の
漁
船
の
移
転
等

を
考
察
す
る
と
、
今
後
相
当
の
年
月
を

要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の

ま
た
、
こ
の
間
に
お
け
る
各
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
挟
除
問
な
本
町
に
あ
っ

て
広
大
な
敷
地
を
確
保
す
る
こ
と
は
、

極
め
て
困
難
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

次
に
、
人
口
流
出
の
歯
止
め
・
人
口

増
に
よ
る
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
町
総
合
整
備
基
本
計
画
に

基
づ
き
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

第
一
次
・
第
二
次
開
発
事
業
に
よ
る

産
業
経
済
の
基
盤
整
備
や
企
業
誘
致
、

公
営
住
宅
建
設
等
に
よ
り
、
ゆ
る
や
か

な
が
ら
人
口
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
っ

て
き
た
か
と
確
信
し
て
い
る
が
、
宅
地

造
成
も
今
後
の
重
要
課
題
で
あ
る
と
は

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
の
生

涯
出
産
数
が
一
・
五
人
と
半
減
し
、
今

や
人
口
の
現
状
維
持
に
必
要
な
水
準
三
田

一
人
を
大
き
く
ド
回
り
、
極
め
て
底
辺

の
小
さ
い
人
口
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
。

こ
う
し
た
中
、
人
口
流
出
の
歯
止
め

は
阿
難
で
あ
る
が
、
重
要
な
問
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る。
ま
た
、
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

各
屋
業
の
振
興
を
図
る
一
方
、
現
在
行

政
や
各
産
業
の
実
務
担
当
者
で
作
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
地
域
振
血
市
議
会
で
、

こ
れ
か
ら
の
事
業
の
方
向
付
け
を
行
っ

て
い
た
だ
き
、
町
と
し
て
は
全
面
的
に

支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
時
点
で
は

信
勤
化
は
考
え
て
い
な
い

質
問
・
:
監
査
委
員
は
、
ほ
と
ん
ど
の

町
村
で
は
非
常
勤
で
あ
り
、
年
間
活
動 整備が進む小型船だまり

日
数
が
充
分
で
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
が
、
一
年
肝
に
お
い
て
何
の

調
査
に
何
日
要
し
た
の
か
、
ま
た
、
実

績
を
踏
ま
え
て
臼
数
は
充
分
で
あ
っ
た

の
か
。監

査
委
員
を
常
勤
化
す
る
と
人
件
費

ω問
題
も
あ
る
が
、
充
実
し
た
監
査
や

行
政
効
率
の
向
上
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ

以
上
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
監

査
委
員
を
常
勤
化
す
る
考
え
は
な
い
の

カ
答
弁
(
三
評
監
査
委
員
)
・
:
一
年
間

の
監
査
円
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年

度
の
実
績
で
は
例
月
出
納
検
査
に
十
一
一

目
、
決
算
審
査
に
五
日
の
計
十
七
日
で

あ
る
。
議
員
選
出
の
田
中
監
査
委
員
と

一
緒
に
、
事
務
一
切
の
協
力
を
得
な
が
ら

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
監
査

に
要
す
る
日
数
に
つ
い
て
は
、
充
分
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答
弁
(
町
長
了
:
監
査
委
員
の
重
要

性
に
つ
い
て
は
、
ト
分
認
識
し
て
い
る

が
町
村
で
の
常
勤
化
は
義
務
付
け
ら
れ

て
お
ら
ず
、
郡
内
町
村
の
状
況
や
監
査

実
績
等
を
勘
案
し
て
み
て
も
、
現
時
点

で
は
常
勤
化
の
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

$1 



-6 

一般質問一一一一

山
鳥
坂
ダ
ム
並
び
に
中
予
地
区

分
水
反
対
意
見
書
の
対
応

激
甚
災
害
対
策
特
別
事
業
の

進
捗
と
対
応

理
事
者
の
町
政
に
取
り
組
む
姿
勢

全
力
で
議
論

す
る
こ
と
が
先
決

質
問
・
:
ダ
ム
建
設
・
分
水
問
題
に
つ

い
て
は
、
議
会
に
お
い
て
も
度
々
質
問

し
て
い
る
が
、
終
局
は
、
当
町
が
水
に

困
っ
て
も
中
予
地
区
へ
分
水
を
す
る
の

か
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

当
然
分
水
に
つ
い
て
は
、
反
対
で
あ

る
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
お
り
町
長
も

同
様
で
あ
る
と
思
う
。
分
水
反
対
意
見

書
に
つ
い
て
は
議
会
で
も
賛
同
を
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
取
扱
は
ど
う
な
っ

て
お
り
、
今
後
は
ど
う
す
る
考
え
な
の

か
。
ま
た
、
国
・
県
に
対
し
て
、
分
水

に
つ
い
て
は
反
対
で
あ
る
と
い
う
長
浜

町
の
考
え
方
を
既
に
伝
え
て
あ
る
の
か
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
充
分
な

検
討
を
す
る
た
め
に
は
、
議
会
で
構
成

さ
れ
て
い
た
特
別
委
員
会
を
一
日
も
早

く
元
の
よ
う
に
し
、
委
員
会
の
運
営
が

ス
ム
ー
ス
に
で
き
る
よ
う
な
努
力
も
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
町
長
は

{呂

英

諸
問
ロ
貝

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
山
鳥
坂
ダ
ム
並
び

に
中
予
地
区
分
水
反
対
意
見
書
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
先
般
の
質
問
に
も
お
答

え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
先
ず
は
、
全
力
で
本
件
計
画
に

つ
い
て
の
議
論
を
行
う
こ
と
が
先
決
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

山
鳥
坂
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委
員
会
の

中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
等
を
反

映
さ
せ
な
が
ら
そ
の
付
託
に
応
え
る
よ

う
議
会
が
機
能
す
る
こ
と
が
、
急
務
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
を
捉
え
て
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、

議
会
自
ら
が
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員
会

の
機
能
を
回
復
し
、
一
枚
岩
と
な
っ
た

対
応
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

協
議
を
重
ね

納
得
の
い
く
形
で

質
問
・
:
激
特
事
業
に
つ
い
て
は
、
各

地
区
で
説
明
会
等
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

大
和
地
区
に
つ
い
て
は
大
変
問
題
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説

明
会
の
中
で
特
別
な
問
題
は
起
こ
っ
て

い
な
い
の
か
。
ま
た
、
時
と
場
合
に
よ
っ

て
は
、
町
長
自
身
が
説
明
会
へ
出
席
し

国
・
県
の
考
え
方
を
聞
い
て
お
く
の
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
当
町
に
お
け
る
激

特
事
業
の
実
施
地
区
は
、
柴
の
岡
地
区

か
ら
大
和
地
区
ま
で
の
間
六
箇
所
で
あ

る
。
こ
の
内
、
同
地
区
と
豊
中
地
区
に

つ
い
て
は
、
地
元
地
権
者
の
了
解
を
得

て
地
形
測
量
を
行
っ
て
お
り
、
平
面
図

が
出
来
上
が
っ
た
時
点
で
地
元
説
明
会整備が進む豊中堤防

を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

白
滝
地
区
と
田
測
地
区
は
、
既
に
地

元
説
明
会
・
現
地
説
明
会
を
終
了
し
、

現
在
、
用
地
丈
量
及
び
物
件
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
調
査
終
了
次
第
、
用
地
交
渉

に
入
る
予
定
で
あ
る
。

滝
川
樋
門
に
つ
い
て
は
、
既
に
着
工

し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
伴
う
滝
川
改
修

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
・
県
・
町
及

び
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
、
よ
り
良

い
方
向
で
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

柿
早
地
区
に
つ
い
て
は
、
現
在
用
地

交
渉
に
入
っ
て
お
り
、
早
期
完
了
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
大
和
地
区
に
つ
い
て
は
、

新
河
道
等
の
問
題
が
あ
り
、
大
変
心
配

し
て
い
る
。
現
在
、
大
和
川
を
ど
う
す

べ
き
か
、
環
境
づ
く
り
を
ど
う
す
る
か

の
試
案
作
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

出
来
上
が
れ
ば
私
自
身
、
町
の
試
案
と

し
て
地
元
説
明
会
を
開
催
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
協
議
を

重
ね
納
得
の
い
く
形
で
推
進
し
て
い
き

た
し
。

町
民
サ
イ
ド
に
立
っ
た

指
く
も
り
の
あ
る
師
、
づ
く
り

質
問
・
・
・
理
事
者
の
行
政
に
取
り
組
む

姿
勢
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
町
長
の

取
り
組
み
方
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
一
生

懸
命
に
こ
の
町
行
政
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。
詳
し
い
質
問
は
避
け
る
が
、

簡
単
に
質
問
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
な

い
が
し
ろ
に
せ
ず
、
慎
重
に
行
政
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、

町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
従
来
と
基
本
的
に
は
変
わ
っ
て

お
ら
ず
、
長
浜
町
総
合
整
備
基
本
計
画

等
に
沿
っ
て
「
町
づ
く
り
・
里
、
づ
く
り
・

心
づ
く
り
」
を
基
本
と
し
、
明
る
く
オ
ー

プ
ン
な
町
政
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

行
政
は
何
と
い
っ
て
も
、
町
民
総
参

加
の
も
と
で
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
町

づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
と
確
信
し
て
お

り
、
町
民
サ
イ
ド
に
立
っ
た
ぬ
く
も
り

の
あ
る
町
ぞ
つ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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本
年
は
、
全
国
的
に
病
原
性
大
腸
菌

0
1
1
5
7
μ
よ
る
食
中
毒
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
す
で
に
7
人
の
究
者
が

出
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
事
故
の
多
発
も
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
、

食
中
毒
に
か
か
ら
な
い
よ
、
つ
に
し
ま
し
ょ

冶つ。①
食
品
の
保
存
、
運
陣
、
調
理
は
衛
生

的
に
行
い
、
加
熱
は
十
分
に
行
い
ま
し
ょ

②
食
品
を
抜
う
時
は
、
洗
剤
(
石
け
ん
)

を
使
っ
て
十
分
に
洗
い
、
流
水
で
よ
く

す
す
ぎ
ま
し
ょ
う
の

③
特
に
、
井
戸
水
や
受
水
槽
を
通
し
た

水
に
は
注
意
し
、
飲
料
水
の
衛
生
管
理

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

④
暴
飲
暴
食
を
さ
け
、
身
体
を
常
に
健

康
な
状
態
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

万
一
、
食
中
毒
に
か
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
と
き
は
、
直
ち
に
医
師
の
診
察
を

受
け
て
く
だ
き
い
の
特
に
、
出
血
を
伴

う
下
痢
、
血
尿
を
生
じ
た
場
合
に
は
病

原
性
大
腸
菌
o

i

5

7
の
疑
い
が
あ

り
ま
す
の
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
下

さ
い
。

O
必
ず
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い

0

0
患
者
の
便
を
処
理
す
る
場
合
に
は
、

ゴ
ム
子
袋
を
使
用
す
る
な
ど
、
衛
生
的

に
行
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
使
に
触
れ

た
場
命
は
、
逆
性
石
け
ん
や
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
で
消
毒
し
、
そ
の
後
流
水
で

よ
く
す
す
い
で
下
さ
い
。

。
便
で
汚
染
さ
れ
た
衣
類
は
、
半
世
一
沸
や

薬
剤
で
消
毒
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
家

族
の
物
と
は
別
に
洗
濯
し
て
下
さ
い
c

Q
患
者
が
風
月
に
入
る
場
合
、
乳
幼
児

と
の
淀
浴
は
避
け
て
下
き
い
。

病
原
性
大
腸
菌
0

1

5

7
も
、
他

の
食
中
毒
菌
と
同
じ
で
熱
に
罰
く
、
七

五
℃
、
一
分
で
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
ど
の
消
毒
剤
で
も
簡
単
に
死
に

ま
す
。
衛
生
の
基
本
を
知
っ
て
い
れ
ば

心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
詳
細
は
、
大
洲
保
健
所
衛
生

係
(
盟
二
四
l
コ
一
一
六
五
)
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

手を洗うことも衛生管理の基本です

わ
た
し
に
は
、

A
ち
ゃ
ん
と
B
ち
ゃ

一
ん
と
い
う
な
か
の
い
い
友
だ
ち
が
い

一
ま
す
。

A
ち
ゃ
ん
と

B
ち
ゃ
ん
は
、

国
一
年
生
の
こ
ろ
か
ら
の
友
だ
ち
で
、

一
わ
た
し
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
大
切

一
な
友
だ
ち
で
す
。
で
も
い
つ
も
な
か

一
が
い
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

一
す
き
な
は
ず
な
の
に
、
ち
ょ
っ
と
し

一
た
乙
と
が
げ
ん
い
ん
で
、
け
ん
か
に

一
な
り
、
二
人
た
い
一
人
に
な
る
こ
と

一
が
あ
り
ま
す
。

一
お
昼
の
サ
ー
キ
ッ
ト
の
時
間
に
こ

一
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
と

A

一
ち
ゃ
ん
が
、
二
人
で
ボ
i
ル
の
け
り

一
あ
い
こ
を
し
て
い
た
ら
、

B
ち
ゃ
ん

一
が
わ
た
し
た
ち
と
し
ゃ
ぺ
ら
な
く
な

一
り
ま
し
た
。

.
こ
の
時
は
、
気
が
つ
か
な
か
っ
た

一
け
れ
ど
、
い
つ
の
ま
に
か
、
わ
た
し

一
と
A
ち
ゃ
ん
が
ず
っ
と
二
人
で
い
た

一
の
で
、

B
ち
ゃ
ん
は
、
な
か
ま
は
ず

一
れ
に
さ
れ
た
と
感
じ
た
の
だ
と
思
い

一
ま
す
O
B
ち
ゃ
ん
は
、
ず
っ
と
一
人

一
に
な
っ
て
い
て
、
わ
た
し
た
ち
に
話

一
し
か
け
た
く
て
も
、
話
し
か
け
ら
れ

一
な
く
て
、
と
て
も
か
な
し
い
気
持
ち

一
で
い
た
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、

一
B
ち
ゃ
ん
に
と
て
も
わ
る
い
こ
と
を

一
し
で
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
じ
つ
は
、
わ
た
し
も
こ
う
い
う
気

持
ち
に
な
ワ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

あ
る
朝
、
学
校
に
行
く
と
、

A
ち
ゃ
ん

と
B
ち
ゃ
ん
に
あ
そ
ん
で
も
ら
え
ず
、

一
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
は
じ
め
は
、
ど
う
し
て
私
だ
け

が
一
人
に
き
れ
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、

く
や
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
い
己
よ
う
に
、
二
人
と
い
り
し
ょ

に
あ
そ
ん
で
も
ら
え
な
い
か
な
し
い
気

持
ち
の
申
つ
が
、
だ
ん
ど
ん
大
き
な
っ

ぅ
、
ほ
っ
と
し
て
う
れ
し
い
気
持
ち
一

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
一

し
は
、
一
人
に
な
っ
た
時
の
気
持
ち
一

も
な
か
な
お
り
で
き
た
時
の
気
持
ち
一

も

わ

す

れ

ま

せ

ん

。

血

だ
か
ら
、

B
ち
ゃ
ん
が
、
一
人
に
一

な
っ
た
時
の
気
持
ち
が
、
よ
く
わ
か
一

り
ま
し
た
。
で
自
分
か
ら
あ
や
ま
っ
一

た
り
、
話
し
か
け
た
り
す
る
こ
と
は
一

と
て
も
ゅ
う
気
が
い
る
こ
と
で
す
。
一

自
分
か
ら
声
を
か
け
よ
う
と
思
っ
て
一

も
な
か
な
か
言
い
出
せ
ま
せ
ん
。
で
一

も
、
わ
た
し
が
一
人
だ
り
た
時
、

A

一

ち
ゃ
ん
と

B
ち
ゃ
ん
が
、
声
を
か
け
一

て
く
れ
た
時
の
気
持
ち
を
思
い
出
す
一

と
、
な
ん
だ
か
し
ぜ
ん
に
声
を
か
け
一

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

E

こ
の
あ
と
三
人
で
話
し
あ
り
た
こ
一

と

が

あ

り

ま

す

。

.

「
こ
れ
か
ら
は
、
け
ん
か
な
ど
し
な
一

い
で
、
な
か
よ
し
二
一
人
組
で
い
よ
う
一

ね」と
い
う
こ
と
で
す
。
わ
た
し
は
、
い
一

つ
も
人
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る
人
一

に
な
り
た
い
で
す
。

F』
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麓
輔
盤
国
践
的

野
川
6
2

肱
川
流
域
で
は
、
今
日
ま
で
に
度
重
な
る
洪
水
に
よ
り
家

屋
浸
水
や
田
畑
の
冠
水
を
は
じ
め
、
道
路
交
通
網
が
寸
断
さ

れ
る
な
ど
、
多
大
な
る
被
害
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

昨
年
の
七
月
三
・
四
日
の
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
で
は
、
流

域
の
大
洲
市
や
当
町
を
中
心
に
浸
水
家
屋
九
百
三
一
十
戸
を
は

じ
め
、
田
畑
等
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
流
域

の
皆
さ
ん
の
水
へ
の
関
心
、
と
り
分
け
野
村
・
産
野
川
両
ダ

ム
の
操
作
規
則
の
見
直
し
に
対
す
る
声
が
高
ま
り
、
建
設
省

と
愛
媛
県
で
は
伝
来
の
一
定
率
放
流
方
式
か
ら
、
一
定
量
放

流
方
式
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
洪
水
調
節
を
開
始
す

る
流
量
を
変
更
す
る
な
ど
、
両
ダ
ム
の
操
作
規
則
を
変

更
し
ま
し
た
口

こ
の
操
作
規
則
の
変
更
説
明
会
が
六
月
十
一
日
、
町

体
育
館
大
ホ
l
ル
で
町
議
会
議
員
や
可
関
係
者
等
約
四

十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
続
い
て
、
七
月
五
日
、
ふ

れ
あ
い
会
館
で
沿
川
の
区
長
や
流
域
に
関
係
す
る
諸
団

体
な
ど
か
ら
約
五
十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
口

説
明
会
で
は
、
肱
川
の
河
川
整
備
状
況
や
ダ
ム
操
作

規
則
の
見
直
し
の
内
答
等
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
岡
@
県
の
説
明
を
「
ダ
ム
操
作
規
則
の
変
更

に
つ
い
て
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
、
ま
た
、
説

明
会
で
の
質
疑
な
ど
の
内
容
を
次
の
と
お
り
ご
紹
介
し

ま
す

D

圏

協
の(
治
水

整
爾
の
現
状

肱
川
の
治
水
計
画
で
は
、
流
域
の
降

雨
状
況
や
洪
水
の
大
き
さ
、
あ
る
い
は

(単位m'/秒)阻肱川洪水処理計画

昨年 7月の洪水により増水した肱JlI(白滝地区)

山
化
防
な
ど
の
整
備
に
よ
り
河
道
を
改

修
し
て
凶
千
七
百
s
m
/
秒
を
河
川
の
中

で
安
全
に
流
す
計
画
で
す
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
整
備
の
途
上
に
あ
り
、
そ
こ
ま

輯
調
棋
盤
一
甘
て
材

J圃

轟
作
岨
榔
関
関
饗
貫
一

洪
水
を
変
更

L
曲
目
水
に
対
応
一

地
形
な
ど
を
総
合
的
に
検

討
し
て
、
堤
防
の
整
備
と

上
流
ダ
ム
群
の
洪
水
調
節

に
よ
っ
て
、
洪
水
を
安
全

に
流
す
方
法
を
採
用
し
て

い
ま
す
。

肱
川
で
は
、
百
年
に
一

回
の
確
半
で
起
こ
る
と
さ

れ
る
規
模
の
洪
水
を
対
象
に
、
治
水
計

阿
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
洲
基
準

地
点
(
大
洲
第
二
地
点
)
で
の
洪
水
量

は
、
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節
が
な
い
場

令
六
千
-
今
一
百
3
m
/
秒
に
達
し
ま
す
が
、

下
流
河
道
の
整
備
に
よ
り
川
千
七
百
3
m

/
秒
を
堤
防
で
閉
ま
れ
た
河
川
で
安
全

に
流
下
さ
せ
、
残
り
の
千
六
百
3
m
/
秒

を
上
流
の
野
村
ダ
ム
、
鹿
野
川
ダ
ム
の

ほ
か
山
鳥
坂
ダ
ム
な
ど
の
ダ
ム
群
で
洪

水
調
節
す
る
計
画
で
す
。

購覇調

で
の
能
力
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
つ

肱
川
の
河
川
改
修
は
昭
和
十
九
年
声

轄
事
業
の
着
手
以
降
、
大
洲
左
岸
地
区
、

五
郎
地
区
、
矢
落
川
地
以
ド
流
の
堤
防

を
完
成
、
大
洲
盆
地
な
ど
の
下
流
端
を

霞
堤
の
状
態
で
残
し
、
現
在
下
流
地
区

の
改
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
に
完
成
し
て
い
る
堤
防
は
、
肱
川

の
堤
防
を
必
要
と
す
る
区
間
の
う
ち
約

四
八
%
で
、
全
国
平
均
に
達
せ
ず
遅
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

今
後
も
早
急
に
下
流
域
の
改
修
を
進

め
、
流
域
の
安
全
度
の
向
上
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
洪
水
事
業
の
要
で
あ
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る
ダ
ム
の
整
備
は
、
野
村
ダ
ム
と
鹿
野

川
ダ
ム
が
現
在
完
成
し
て
い
ま
す
が
、

百
年
に
一
回
の
確
率
で
起
こ
る
と
考
え

ら
れ
る
大
洲
基
準
地
点
で
の
六
千
三
百

ば
/
秒
の
洪
水
に
対
し
、
こ
の
二
つ
の

ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節
効
果
は
五
百
三

十
3
m
/秒
程
度
と
想
定
さ
れ
、
上
流
ダ

ム
梓
に
期
待
さ
れ
る
千
六
百
ば
/
秒
の

洪
水
調
節
に
対
し
、
約
三
分
の
一
し
か

確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
新
た
に
山
鳥
坂
ダ
ム
の
建
設

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
事

業
で
あ
り
効
果
を
発
揮
す
る
に
は
時
間

を
要
し
ま
す
。

肱
川
の
治
水
計
画
に
定
め
る
堤
防
や

一一一一ダム操作規則の変更

ダ
ム
な
ど
の
施
設
整
備
の
遅
れ
か
ら
、

肱
川
下
流
域
で
は
度
々
の
洪
水
氾
濫
に

よ
る
被
官
を
生
じ
て
お
り
、
平
成
七
年

七
月
の
洪
水
に
お
い
て
は
、
大
洲
市
東

大
洲
地
区
を
中
心
に
多
大
の
浸
水
被
害

を
被
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
肱
川
激

甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
の
適
用
を

受
け
、
再
度
の
洪
水
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
に
堤
防
等
の
整
備
を
早
忽
に
実
施
し

で
い
き
ま
す
が
、
事
業
の
完
成
に
は
時

間
を
要
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
現
況
の
堤
防
の
整

備
状
況
を
考
え
合
わ
せ
、
既
設
の
上
流

ダ
ム
の
洪
水
調
節
能
力
を
有
効
に
活
用

し
て
、
当
面
の
流
域
に
お
け
る
洪
水
の

軽
減
を
図
る
こ
と
を
汀
的
に
、
ダ
ム
操

作
規
則
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
c

規則改正の説明を受ける出席者たち

品現

存 z
gz 
シラ…

て

現
在
の
ダ
ム
の
洪
水
調
節
を
行

う
抹
作
規
則
は
、
下
流
蚊
仁
お
い

て
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
す
大

洪
水
に
備
え
て
、
戦
後
最
大
の
洪

水
で
あ
る
枕
崎
台
風
(
昭
和
二
十

年
九
月
)
や
給
水
計
聞
の
基
本
と

な
る
百
年
に
一
回
の
確
率
で
起
こ

る
と
さ
れ
る
洪
水
を
対
象
に
し
て
、

下
流
域
に
お
け
る
完
成
し
た
堤
防

か
ら
洪
水
が
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
に
、

ダ
ム
地
点
の
最
大
放
流
口
亙
を
決
定
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
堤
防
が
未
完
成
の

野村ダムの計画高水流量1，300m'/秒のうち、 300m'/秒の洪水

調節を行います。このため、所定の洪水調節容量350万m'を確

保しています。

野村ダムの操作規則鹿野川ダムの操作規則

鹿野川タムの計画吉水流量2，750m'/秒のうち、 1，250m'/秒の

i共7)く調節を行います。出水時には、あらかじめ放流を行い、所

定の洪水調節容量1，650]]ぱを確保する計画です。

区
域
で
の
洪
水
被
害
に
つ
い
て
も
、
あ

る
程
度
の
被
害
軽
減
を
図
る
た
め
、
中

園野村夕、ム洪水調節図

亡二コダムによる調節量

流量
(ば/秒)

1，500 

1，000 

500 

圃鹿野川ダム洪水調節図

仁二コダムによる調節量

流量
("V秒)

3，000 

1
1
1
 

n
U

ハU

n
U

《

U

n

U

F

民阿
Dυ
 

勺?ノL』
咽

l

2，500 

小
洪
水
規
模
の
流
量
に
つ
い
て
は
所
定

の
規
則
に
従
い
、
流
入
長
の
一
部
を
調

節
し
て
放
流
を
行
う
計
画
を
し
て
い
ま

す。
新今

回
の
ダ
ム
操
作
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
現
況
の
卜
流
河
道
に
お
い
て
安

全
に
流
れ
る
流
量
を
検
討
し
、
そ
の
流

量
以
上
の
洪
水
に
つ
い
て
は
既
設
ダ
ム

の
洪
水
調
節
容
量
を
活
川
し
、
最
大
限

の
洪
水
調
節
を
行
う
こ
と
を

B
的
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
計
画
規
模
の
大
洪
水

に
対
し
て
も
、
急
激
な
放
流
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
ダ
ム
直
下
の
沿
川
に
被
害

を
生
じ
な
い
よ
う
考
慮
し
ま
し
た
。

洪
水
調
節
の
方
式
は
、
ダ
ム
流
入
量

が
洪
水
調
節
開
始
流
量
に
淫
し
た
の
ち
、

同
流
景
に
よ
る
一
定
量
の
世
流
を
行
い
、

下
流
域
の
洪
水
量
の
低
減
を
凶
り
ま
す
。

そ
の
問
、
ダ
ム
貯
水
池
ほ
洪
水
を
お
留

し
、
水
位
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
後
、
大
洪
水
時
に
お
け
る
急

激
な
放
流
涯
の
増
加
を
避
け
る
た
め
、

グ
ム
貯
水
位
が
所
定
の
水
位
に
達
し
な

の
ち
、
段
階
的
に
放
流
量
を
増
加
さ
ぜ

ま
す
が
、
最
大
放
流
量
に
つ
い
て
は
ダ

ム
直
ド
に
被
害
を
発
生
し
な
い
流
是
を

目
標
と
し
ま
す
。
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夕、ム操作規則の変更一一一一一

ダム流入量が最大と主る時
までゲ 卜開度を保つ

ゲートの操作後、流入量が
減少しはじめた時以降は、
流入が放流量と等しくなる
時までゲート操作中の最大
放流量の水量を放流

新しいダム操作規則

間時

圏鹿野川夕、ムの洪水調節の例

タム流入量ピ 7 

一一一一¥

流

量

新
し
い
操
作
規
則
で

流
域
の
安
全
は
保
て
る
の
か

説
明
会
で
の
質
疑
応
答

質
問
・
:
今
回
、
変
更
し
た
操
作
規
則

を
昨
年
規
模
の
洪
水
で
運
用
す
る
と
、

約
一
割
の
被
害
が
軽
減
出
来
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

師
関
田
・
昨
年
の
洪
水
を
新
し
い
操
作

規
則
で
運
用
す
る
と
、
約
二

O
仰
ぐ
ら

い
の
水
位
の
低
下
が
予
測
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
建
物
な
ど
約
一
割
ぐ
ら
い
が
被

害
か
ら
免
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

簡
醐
:
今
回
、
ダ
ム
の
規
則
を
見
直

圃里子村夕、ムの洪水調節の例流

量

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
今
ま
で
の
操
作

が
間
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。
新

し
い
規
則
は
、
中
小
規
模
の
洪
水
に
対

し
て
と
一
吉
い
わ
れ
る
が
、
大
・
中
・
小
を

合
わ
せ
た
形
で
の
操
作
は
で
き
な
い
も

の
か
。
潮
位
を
考
え
て
放
流
の
対
応
は

で
き
な
い
も
の
か
。

盟
国
こ
れ
ま
で
の
操
作
規
則
は
、

百
年
に
一
回
と
か
、
四
十
年
に
一
回
と

い
う
大
規
模
な
洪
水
に
対
し
て
、
最
大

の
効
果
を
発
揮
で
き
、
中
小
洪
水
に
対

し
て
も
一
定
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ

う
に
計
画
し
て
い
る
。

今
回
の
操
作
規
則
の
見
直
し
は
、
間

違
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
く
、
現
況
の

ダム流入量ビ ケ

一一一一一¥
ヲム流入量が愚大となる時
までゲ 卜開度を保つ

ゲ 卜の操作後、流入量が
減少しはじめた時以降は、
流入が放流量と等しく止る
時までゲート操作中の最大
放流量の水量を放流

堤
防
の
整
備
状
況
を
考
え
合
わ
せ
、
発

生
の
多
い
中
小
規
模
の
洪
水
に
対
応
す

る
た
め
双
方
の
ダ
ム
を
四
十
年
に
一
回

の
洪
水
に
対
応
し
、
ダ
ム
に
極
力
洪
水

を
貯
留
す
る
放
流
方
式
に
改
め
た
も
の

で
あ
る
。

大
・
中
・
小
そ
れ
ぞ
れ
の
洪
水
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
ダ
ム
操
作
は
流
入
量

や
放
流
量
、
雨
量
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

要
素
を
考
慮
し
て
操
作
規
則
を
定
め
て

お
り
、
洪
水
に
よ
っ
て
大
洪
水
か
中
小

洪
水
か
判
断
し
て
そ
の
都
度
使
い
分
け

る
操
作
は
、
現
在
の
気
象
予
測
技
術
で

は
ダ
ム
の
上
流
に
、
何
時
、
ど
れ
だ
け

の
量
の
雨
が
降
る
か
と
い
う
予
測
が
的

確
に
出
来
な
い
こ
と
か
ら
、
非
常
に
難

し
い
。潮

位
に
合
わ
せ
て
の
放
流
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
気
象
予
測
技
術
で
は
的
確

な
雨
量
等
の
予
測
が
困
難
で
あ
り
、
ま

た
、
ダ
ム
の
洪
水
調
節
容
量
や
施
設
に

限
界
が
あ
る
事
か
ら
、
現
状
で
は
潮
位

を
考
え
て
洪
水
調
節
は
間
難
で
あ
る
。

爵
騨
野
村
ダ
ム
は
洪
水
調
節
容
量

が
二
一
百
五
十
万
3m
、
利
水
容
量
が
九
百

4

一
十
万
3m
の
合
計
で
千
二
百
七
十
万
ぱ

の
容
量
が
あ
る
が
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
小
さ

な
ダ
ム
で
あ
る
の
で
、
現
時
点
で
南
子

用
水
の
利
水
容
量
の
う
ち
完
全
供
出
し

て
い
な
い
容
量
が
あ
る
な
ら
ば
、
水
源

地
域
な
ど
の
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
暫
定
的
に
そ
の
容
量
を
運
用
の

中
で
洪
水
調
節
に
使
え
る
よ
う
に
は
で

き
な
い
か
。

舗
国
田
:
今
回
の
規
則
改
正
で
は
、
容

量
を
確
保
す
る
た
め
に
洪
水
期
の
六
月

1
六
日
か
ら
七
月
」
l

四
日
の
間
に
、
予

備
放
流
方
式
を
導
入
し
て
い
る
が
、
そ

間時活発に質問を行う出席者たち

規則lの変更について説明を行う固・県の関係者

の
他
の
利
水
容
量
を
洪
水
調
節
用
に
転

用
・
確
保
す
る
こ
と
は
、
ダ
ム
建
設
時

の
費
用
負
担
な
ど
関
係
機
関
と
の
協
議

も
必
要
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
出
来
な

vv ま
た
、
時
期
的
に
利
水
容
量
を
空
け
、

洪
水
調
節
用
に
転
用
し
水
位
を
下
げ
た

場
合
の
そ
の
回
復
が
可
能
か
ど
う
か
、

現
在
の
気
象
予
測
で
は
精
度
的
な
期
待

が
出
来
ず
、
利
水
容
量
を
洪
水
調
節
容

量
に
振
り
替
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
逆

に
渇
水
等
の
危
険
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
変
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

罷
騨
今
回
の
操
作
規
則
の
見
直
し

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
変

意
義
が
あ
り
感
謝
し
て
い
る
が
、
河
川

改
修
等
の
事
業
が
進
み
上
流
部
が
次
第

に
締
め
切
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
逆

に
長
浜
町
で
は
潮
位
の
影
響
を
受
け
、

水
位
が
上
昇
し
中
小
規
模
の
洪
水
で
も
、
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今
ま
で
浸
水
し
な
か
っ
た
市
街
地
な
ど

が
浸
水
す
る
可
能
性
が
出
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。

ま
た
、
野
村
ダ
ム
が
三
百
3
m
/
秒
以

上
、
鹿
野
川
ダ
ム
が
六
百
3
m
/
秒
以
上

の
流
入
が
あ
れ
ば
洪
水
調
節
を
開
始
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合

に
時
間
的
、
容
量
的
な
制
限
の
中
で
、

双
方
の
ダ
ム
の
洪
水
調
節
の
バ
ラ
ン
ス

は
保
て
る
の
か
。

輔
自
・
肱
川
改
修
計
画
で
堤
防
の
締

め
切
り
に
よ
り
、
下
流
の
水
位
の
上
昇

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
心
配

で
あ
る
が
、
現
在
、
激
特
事
業
並
び
に

河
川
改
修
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
上

新しい規則によるメリッ卜とデメリット

洪水調節のイメージ

一一一一夕、ム操作規則の変更

ー・岨岨E箇圏直園

屋小規模洪水の場合

量

流

下
流
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
て
築
堤
す

る
必
要
が
あ
り
、
大
洲
平
野
等
を
一
気

に
締
め
切
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

激
特
事
業
で
は
、
肱
川
・
矢
落
川
合

流
部
の
未
改
修
堤
防
と
春
賀
地
区
な
ど

の
霞
堤
の
開
口
部
を
昨
年
七
月
規
模
の

洪
水
が
き
て
も
越
流
し
な
い
よ
う
に
築

堤
を
実
施
す
る
。
併
せ
て
、
こ
れ
ら
の

築
堤
等
に
よ
る
水
位
上
昇
の
影
響
で
家

屋
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る

地
区
の
築
堤
な
ど
を
重
点
的
に
実
施
し
、

昨
年
七
月
規
模
の
洪
水
に
対
し
て
越
水

に
よ
る
再
度
の
家
屋
浸
水
被
害
の
発
生

を
防
止
す
る
。

昨
年
規
模
以
上
の
洪
水
が
来
れ
ば
、

滅停は自の量流放

ー

圏中規模洪水の場合

問日寺

新規則による放流量

当
然
大
洲
平
野
に
越
流
す
る
こ
と
に
な

る
。
越
流
は
、
上
流
箇
所
よ
り
下
流
箇

所
に
向
け
て
順
次
移
行
し
て
い
く
た
め
、

こ
ら
れ
の
箇
所
の
貯
留
効
果
に
よ
っ
て

大
規
模
な
洪
水
に
対
し
て
は
、
下
流
地

区
は
逆
に
水
位
が
低
下
す
る
こ
と
と
な

る
。
今
後
と
も
肱
川
の
改
修
は
上
下
流

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
上
流
と
下
流

を
同
じ
堤
防
の
高
さ
で
改
修
し
、
治
水

の
安
全
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

し
る
。ま

た
、
両
ダ
ム
の
洪
水
調
節
は
、
今

回
の
変
更
に
よ
り
、
上
下
流
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
っ
た
四
十
年
に

A

回
規
模
の
洪

水
に
対
応
に
し
て
お
り
、
野
村
ダ
ム
は

/ー
現行規則による放流量

¥一組

流

量

鹿
野
川
ダ
ム
の
洪
水
調
節
能
力
を
助
け

る
と
い
う
形
に
し
て
、
中
小
洪
水
に
効

果
の
あ
る
ダ
ム
操
作
規
則
の
変
更
と
し

て
い
る
。

簡
鵬
ダ
ム
放
流
の
状
況
を
住
民
に

知
ら
せ
る
体
制
の
確
立
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
下
流
の
長
浜
に
は
ダ

ム
の
警
報
装
置
が
な
ら
な
い
の
は
な
ぜ

4
U
 関

開
園
・
現
在
、
長
浜
町
に
は
白
滝
警

報
局
が
あ
り
、
ダ
ム
放
流
に
つ
い
て
警

報
を
行
っ
て
い
る
。
以
前
に
大
和
地
区

の
方
へ
も
整
一
一
報
装
置
の
設
置
計
画
が
あ
っ

た
が
、
事
情
に
よ
り
中
止
に
な
っ
た
経

緯
が
あ
る
。
今
後
、
背
さ
ん
の
そ
う
い
っ

間日寺
轟盟盟覇覇軍語

圏大規模洪水の場合

量一入一流一ム一ず
一

流

量

た
要
望
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
忠
、
っ
。

鶴
間
幽
鹿
野
川
ダ
ム
は
、
も
っ
と
洪

水
調
節
容
量
を
確
保
で
き
る
の
で
は
な

し
カ融

関
闘
鹿
野
川
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、

洪
水
調
節
容
量
が
千
六
百
五
十
万
ぱ
、

利
水
容
量
が
二
千
三
百
三
十
万
ば
で
あ

る
が
、
洪
水
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
水

位
を
下
げ
て
千
八
百
十
万
3m
の
容
量
を

確
保
し
て
い
る
。

関
町
田
六
月
十
五
日
の
新
聞
で
、
県

は
今
回
の
操
作
規
則
の
見
直
し
を
異
議

な
し
と
い
う
ふ
う
な
宵
の
回
答
を
行
っ

た
と
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
ど
う
い
う時 間

新規則による放流量



12 

ダム操作規則の変更一一一一一

こ
と
で
異
議
な
し
と
判
断
さ
れ
た
の
か
。

田
開
昨
年
の
七
月
四
日
の
梅
雨
前

線
豪
雨
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け

た
こ
と
や
河
川
の
改
修
状
況
等
を
踏
ま

え
、
建
設
省
で
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
等

を
行
い
、
ど
の
よ
う
に
変
更
す
る
事
が

最
善
か
検
討
し
て
頂
き
、
今
回
の
ダ
ム

操
作
規
則
の
変
更
が
行
わ
れ
た
。
昨
年

の
梅
雨
前
線
豪
雨
で
は
、
被
害
を
受
け

ら
れ
た
地
元
か
ら
、
中
小
洪
水
か
ら
再
々

の
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
意
見
が
強
く
あ
り
、
今
回
の
変

更
は
中
小
洪
水
に
対
し
て
、
よ
り
洪
水

6 
新月
操 14

運作目
規か

用則ら
開で

始

建
設
省
で
は
、
野
村
・
鹿
野
川
ダ
ム

の
操
作
規
則
の
変
更
に
つ
い
て
、
県
な

ど
の
関
係
機
関
と
の
協
議
が
ま
と
ま
り
、

両
ダ
ム
と
も
六
月
十
四
日
か
ら
新
し
い

操
作
規
則
に
よ
り
運
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
。昨

年
七
月
の
洪
水
に
お
い
て
は
、
大

洲
市
東
大
洲
地
区
を
中
心
に
多
大
の
浸

水
被
害
が
起
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機

に
、
「
肱
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急

事
業
」
の
適
用
を
受
け
、
再
度
の
洪
水

被
害
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
堤
防
等
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

調
節
効
果
を
大
き
く
し
て
い
る
。
現
時

点
で
一
番
効
果
的
な
変
更
内
容
で
、
地

元
の
意
見
も
反
映
さ
れ
た
も
の
に
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
今
年
の
梅
雨
期
に
昨

年
と
同
じ
操
作
規
則
で
同
じ
よ
う
な
被

害
が
起
こ
る
よ
う
な
事
は
、
ど
う
し
て

も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
出
水
期
に

間
に
合
わ
す
た
め
、
関
係
各
市
町
の
理

事
者
及
び
議
会
の
皆
さ
ん
に
六
月
十
一

日
か
ら
十
二
日
に
説
明
会
を
開
催
し
、

意
見
を
参
考
に
し
て
建
設
省
へ
異
議
な

し
と
回
答
し
た
訳
で
あ
る
。

な
が
ら
、
同
事
業
の
完
成
に
は
時
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
況
の
堤
防
の
整

備
状
況
を
考
え
合
わ
せ
、
野
村
・
鹿
野

川
ダ
ム
の
洪
水
調
節
能
力
を
有
効
に
活

用
し
て
、
当
面
の
流
域
に
お
け
る
洪
水

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
ダ
ム
操

作
規
則
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
ダ
ム
操
作
規
則
の
見
直
し
の

基
本
的
な
考
え
方
は
次
の
三
点
で
す
。

①
基
本
と
な
る
洪
水
を
両
ダ
ム
と
も

昭
和
二
十
年
の
枕
崎
台
風
規
模
(
四
十

年
に
一
回
)
と
し
、
ダ
ム
操
作
を
整
合

さ
せ
ま
す
。

②
昨
年
七
月
の
洪
水
な
ど
の
よ
う
な

発
生
回
数
の
多
い
中
小
規
模
に
対
す
る

ダ
ム
の
調
節
効
果
を
大
き
く
し
ま
す
。

③
大
洪
水
に
対
し
て
も
、
急
激
な
放

流
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
ダ
ム
直
下
の

沿
川
に
被
害
を
生
じ
な
い
よ
う
に
し
ま

す。
鹿
野
川
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
洪
水
調

節
開
始
流
量
を
こ
れ
ま
で
通
り
六
百
3
m

/
秒
と
し
ま
す
が
、
従
来
は
増
加
す
る

流
入
量
に
対
し
て
一
定
率
(
六
百
3
m
/

秒
を
越
え
た
量
の
四
割
を
放
流
、
残
り

六
割
を
貯
留
)
を
乗
じ
た
量
に
六
百
ば

/
秒
を
プ
ラ
ス
し
て
放
流
し
て
い
た
も

の
を
、
洪
水
を
で
き
る
た
け
ダ
ム
に
貯

留
さ
せ
る
た
め
、
六
百
3
m
/
秒
の
放
流

を
一
定
の
間
継
続
し
ま
す
。

野
村
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
洪
水
調
節

開
始
流
量
を
五
百
3
m
/
秒
か
ら
三
百
3
m

/
秒
に
下
げ
る
と
と
も
に
、
洪
水
調
節

は
鹿
野
川
ダ
ム
の
操
作
方
式
と
同
様
三

百
ば
/
秒
の
放
流
を
一
定
の
間
継
続
し

ま
す
。
ま
た
、
出
水
期
の
六
月
十
六
日

か
ら
七
月
十
四
日
ま
で
の
問
、
二
一
百
ぱ

/
秒
以
上
の
流
入
量
が
予
想
さ
れ
る
場

合
、
洪
水
期
と
同
様
、
洪
水
調
節
容
量

を
事
前
に
確
保
し
て
お
く
た
め
、
予
備

放
流
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

新
し
い
操
作
規
則
の
運
用
に
よ
る
と
、

昨
年
七
月
の
洪
水
で
は
、
東
大
洲
地
区

に
お
い
て
約
一
割
(
水
位
で
約
二

O
岨

低
下
)
の
浸
水
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で

A 
I=J 

き
る
な
ど
中
小
洪
水
に
対
す
る
効
呆
が

期
待
で
き
ま
す
。

一
方
、
大
洪
水
に
対
し
て
は
、
ダ
ム

の
洪
水
調
節
容
量
を
初
期
の
段
階
か
ら

使
う
手
法
を
と
る
た
め
、
従
来
の
操
作

規
則
に
比
べ
て
放
流
量
が
増
加
す
る
場

合
も
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
河

川
の
改
修
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
適

確
な
情
報
の
提
供
な
ど
に
よ
っ
て
、
い

ざ
と
い
う
時
の
被
害
を
最
小
限
度
と
す

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

昭
和
三
十
四
年
に
完
成
し
た
鹿
野
川

ダ
ム
は
四
十
年
に
一
度
の
洪
水
を
想
定

し
て
、
六
百
3
m
/
秒
以
上
の
ダ
ム
へ
の

流
入
量
が
あ
る
と
、
そ
れ
を
調
節
し
て

放
流
す
る
と
い
う
操
作
規
則
で
、
ま
た
、

昭
和
五
十
七
年
に
完
成
し
た
野
村
ダ
ム

で
は
百
年
に
一
度
の
洪
水
を
想
定
し
て
、

五
百
3
m
/
秒
以
上
の
流
入
量
が
あ
る
と
、

洪
水
調
節
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
肱
川
流
域
で
は
頻
繁
に
発

生
す
る
洪
水
に
よ
り
、
家
屋
や
畑
、
道

路
な
ど
が
幾
度
と
な
く
洪
水
被
害
を
被

り
、
流
域
の
洪
水
記
録
を
見
て
み
る
と
、

大
洲
地
点
で
洪
水
流
量
が
二
千
3
m
/
秒

以
上
を
記
録
し
た
著
名
な
洪
水
は
、
昭

和
二
十
年
九
月
の
枕
崎
台
風
(
最
大
流

量
五
千
d
m
/
秒
)
か
ら
平
成
七
年
の
梅

雨
前
線
に
よ
る
洪
水
ま
で
の
五
十
一
年

間
に
二
十
四
回
に
わ
た
り
発
生
し
て
い

ま
す
。今

回
の
操
作
規
則
は
、
双
方
の
ダ
ム

を
と
も
に
四
十
年
に
一
度
の
中
小
規
模

の
洪
水
に
対
応
す
る
よ
う
、
洪
水
調
節

を
早
く
行
っ
た
り
、
ま
た
、
二
査
一
星
放

流
方
式
に
す
る
な
ど
に
改
正
さ
れ
て
お

り
、
昨
年
の
洪
水
規
模
で
は
約
一
割
程

度
の
被
害
軽
減
効
果
が
期
待
で
き
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
肱
川
流
域
で
は
、
建
設
省
に
よ

り
肱
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

な
ど
河
川
改
修
事
業
で
堤
防
等
の
警
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
操

作
規
則
の
変
更
で
も
、
最
下
流
で
あ
る

当
町
で
は
、
低
い
地
域
で
の
増
水
や
潮

位
の
影
響
を
受
け
る
の
で
は
と
心
配
さ

れ
て
い
る
方
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

昨
年
の
洪
水
被
害
を
教
訓
と
し
て
、

今
回
の
両
ダ
ム
の
規
則
改
正
相
侯
っ
た

河
川
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
よ
り

一
層
の
治
水
の
安
全
性
を
高
め
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
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翼民

平
成
六
年
の
夏
に
起
こ
っ
た
、
四
国

地
方
を
中
心
と
す
る
水
不
足
は
、
我
々

に
「
水
は
無
尽
蔵
に
あ
る
も
の
で
は
な

い
」
こ
と
を
認
識
さ
せ
ま
し
た
。
地
下

水
を
始
め
、
ダ
ム
や
貯
水
池
の
水
が
無

く
な
れ
ば
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
を
、
常
日
頃
は
忘
れ
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
に
、
水
を
作
る
実
用
的

な
技
術
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
、
蛇

口
を
ひ
ね
れ
ば
ど
こ
に
い
て
も
飲
め
る

水
が
出
て
く
る
水
大
国
で
す
。

n

湯
水

の
よ
う
に
使
、

7
と
い
っ
た
表
現
も
あ

り
ま
す
が
、
限
り
あ
る
水
資
源
を
、
湯

水
の
よ
う
に
使
わ
な
い
方
法
を
考
え
ま

し
ょ
、
つ
。

一一一環境保護・農業委員会選挙結果

大

ポ

イ

ン

ト

n

電
気
や
ガ
ス
は
日
に
見
え
ま

せ
ん
が
、
水
は
流
れ
て
い
る
量

が
実
際
に
見
え
ま
す
。
そ
れ
は
、

蛇
口
の
ひ
ね
り
方
一
つ
で
調
整

で
き
ま
す
。
節
水
は
、
流
す
量

を
減
ら
す
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な

も
の
で
す
u

じ
づ
い
て
考
え
ま
す

①
歯
磨
き
や
ひ
げ
剃
り
の
時
に
は
、
水

を
止
め
る
。

②
洗
顔
は
、
洗
面
器
に
水
を
た
め
て
行

、っ。③
シ
ャ
ワ
ー
は
手
早
く
浴
び
、
シ
ャ
ン

プ
ー
は
適
量
に
使
用
す
る
。

④
残
り
湯
は
、
洗
濯
、
掃
除
、
洗
車
、

植
木
な
ど
に
利
用
す
る
。

⑤
お
湯
は
、
必
要
な
分
量
だ
け
沸
か
す
。

⑥
食
器
類
は
、
洗
い
桶
な
ど
を
使
い
溜

め
洗
い
を
す
る
。

⑦
蛇
U
は
節
水
コ
マ
に
取
り
替
え
る
。

⑧
水
洗
ト
イ
レ
の
大
小
レ
バ
ー
を
使
い

分
け
、
消
音
の
た
め
に
は
使
わ
な
い
。

⑨
貯
水
タ
ン
ク
の
中
に
、
水
を
入
れ
て

蓋
を
し
た
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
沈
め

て
お
く
。

さ
て
、
今
回
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

は
い
か
が
で
し
た
か
っ
電
気
、
ガ
ス
に

引
き
続
き
、
今
一
度
注
意
し
て
み
ま
し
ょ

、つ。

任
期
満
了
に
伴
、
つ
長
浜
町
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
が
、
七
月
二
日
に
告
示
さ

れ
、
同
日
立
候
補
受
け
付
け
が
行
わ
れ

た
結
果
、
立
候
補
者
数
が
定
数
(
十
人
)

水資源は限りあるものです

長浜町農業委員会委員名簿
任期:平成 8年 7月20日~平成11年 7月四日

を
越
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
当
選

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
推
薦
(
五
人
)
、
農
業

凶
体
推
薦
(
二
人
)
の
委
員
も
別
表
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

新
委
員
の
内
訳
は
、
現
職
十
五
人
、

新
人
二
人
で
、
任
期
は
、
平
成
八
年
七

月
二
十
日
か
ら
二
一
年
間
で
す
。

(平成 8年 7月7I::l執行)

選別 氏 名 イ主 所 年齢 再新

い石し や山ま

↑党
ひろ

長浜町大字出海乙 26 
第

iJj，、 48 再

西にL j|b司治、 丈忠一だ
義 長浜町大字今坊甲 47 9 55 新

ノ1::.、 選
兵ひょっ 頭とう

方 平 長浜町大字櫛生乙 410 64 再

挙 た高か お岡か し修ゆっ 一じ 長浜町大字出海甲 12 2 4 62 再

区
加納 勝利 長浜町大字須沢丙 548 58 再

に西し やLLま1 せ仙ん
いち

長浜町大字白滝甲 39 7 -2 
第

64 再

徳とく
田敬四郎 長浜町大字下須戒甲 1156 67 再

選 選 清 水武重 長浜町大字柴甲 13 8 8 -1 66 再

挙 た谷に 本もと 護もり
幸 長浜町大字豊茂乙 42 2 -2 66 再

区
後藤 保 夫 長浜町大字戒川甲 554 68 新

いち み呂や や泰す たJ申【与だ、 長浜町大字戒J11甲 1071 1 71 再

選
一仁日コ

山本
か薫おる

長浜町大字櫛生乙 872 56 再

2 西岡正 員リ 長浜町大字黒田甲 153 68 再

笹ささ 本もと 智とも
章 長浜町大字沖浦丙 21 1 5 48 再

西山
かす

夫 長浜町大字豊茂甲 12 9 -1 和 47 再

任
中田

す玉匹すむ
長浜町大字上老松甲 78 5 -1 72 再日

」 す た武け 知ち
幸

男お 長浜町大字大字白滝甲 289-17 72 再
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お知らせ一一一一一

ふ
れ
あ
い
会
館
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
会
館
に
お
い
て
、
次
の
日

町
村
で
な
汁
種
民
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
、

是
非
ご
来
館
下
さ
い
っ

長
浜
今
昔
写
真
展

(
町
並
み
編
)

昭
和
初
期
の
長
浜
町
内
の
町
並
み
や

建
物
な
ど
の
写
真
と
、
現
在
の
町
並
み

の
写
真
と
が
そ
れ
ぞ
れ
約
三
十
点
展
一
不

さ
れ
ま
す
。
時
の
流
れ
の
偉
大
さ
を
改

め
て
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

一
日
時
一
八
月
八

u
i十
八
日
(
午
前

九
時
j
午
後
丘
時
)

子
讃
線
ふ
る
さ
と
の
駅

写

真

展

伊
予
市
か
ら
大
洲
市
ま
で
を
結
ぶ

J

R
予
讃
線
、
海
岸
回
り
線
に
あ
る
十
二

の
「
ふ
る
さ
と
の
駅
」
と
、
沿
線
風
最

等
の
写
真
約
五
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

海
岸
田
り
線
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発

見
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

{
臼
時
一
八
汀
二
十

u
i二
十
六
日

(
午
前
九
時
j
午
後
一
ム
時
)

清
水
敏
宏
氏

「
石
こ
ろ
似
顔
絵
」
展

豊
茂
の
清
水
敏
宏
さ
ん
が
、
海
岸
な

ど
で
集
め
た
石
に
描
い
た
、
町
民
の
方

の
似
顔
絵
約
五
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

何
と
も
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
は
必
見
。

{
日
時
}
八
月
二
卜
仁
川
j
九
月
五
日

(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
)

¥
免
除
を
受
け
た
保
険
料
は
/

/
追
納
(
つ
い
の
う
)
で
き
ま
す
¥

皆
さ
ん
は
、
過
去
に
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
か
。免

除
さ
れ
た
期
間
は
年
金
を
受
け
取

る
際
に
必
要
な
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を

計
算
す
る
と
き
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は

三
分
の
一
の
金
額
に
な
り
、
受
け
取
る

年
金
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

将
来
、
布
利
な
年
金
を
受
け
取
っ
て

い
た
だ
〈
た
め
に
、
現
存
、
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
る
よ
う
に
な
っ
た

方
が
、
免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
に
つ
い

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

「
迫
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
追
納
制
度
」
で
は
、
保
険
料

を
納
め
よ
う
と
す
る
月
か
ら
過
去
十
年

間
で
免
除
さ
れ
た
占
い
月
か
ら
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

手
続
き
の
方
法
や
納
め
る
保
険
料
の

金
額
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
年
盆

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
の

ぜ
ひ
、
こ
の
「
迫
納
制
度
」
を
利
用

さ
れ
て
有
利
な
年
金
を
お
受
け
取
ら
れ

る
よ
う
、
お
す
す
め
し
ま
す
。

【.二防射暢所長を選任干 t
平 成 8年 6月 5U、長浜町防犯協会長及び大洲警察署長

から、 17名の方々に長浜町防犯相談所長としての委嘱状が
交付されました。

防犯相談所長の任務は、犯罪・事故・災害等のない明る
く住みよい地域を実現するため、地域住民のみなさんから
の情報の収集を行い、防犯協会・警察署-駐在所へ連絡を
してしミただくことです。

みなさんの身近に発生している事故・暴走行為ー災害危
険筒所等の情報を担当地区の防犯相談所長さんにお知らせ
ドさし、。
防犯相談所長は下記の通りです。

寸
ぃ
増
改
築
家
屋
を

f
l日
直
↓

tJ1

役
場
税
務
課
で
は
、
固
定
資
産
評
価

の
た
め
に
、
今
年
新
築
ま
た
は
増
改
築

さ
れ
た
家
屋
に
う
い
て
実
地
調
査
を
行

い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
実
地
調
査
と
同
時
に
滅

失
家
屋
(
取
り
壊
し
た
家
岸
な
ど
)
の

調
査
も
行
い
ま
す
が
、
滅
失
の
な
記
を

し
て
い
る
も
の
を
除
い
で
巾
行
が
な
か
っ

た
場
合
、
取
り
壊
さ
れ
た
家
産
が
調
査

漏
れ
と
な
り
、
課
税
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

~民血J兵区地才/1区 氏名 ts. ~地医名
奥 野 彰 一 1 区~ 3 Ix 

。 池上昭夫 4 区~9 区

イシ 松岡昭夫 10区~18区・ 44区

'" 水 口 時 夫 23区<33区

'" 金沢 哲 Jft 19区 ~22区・ 45区

'" 藤淵季五E;叔 34区 ~39区・ 46区 .47区

黒 田 地 区 小芝西云善安王幸国: 48区 ~50区・ 67区
沖 浦 地 区木区~57区. 152区

今 坊 地 区 宮田猛義 58区 ~66区

櫛生地区 松岡睦男 68区 ~84区

須 沢 地 区 加 納 勝 利 85区~86区

出海地区 畑 中 和 夫 I87区 ~93区

大和地区 藤間 車巴 例区~106区・ 138区. 153区

lhげ聾「成たl)茂池11地哩地地 区 飛 目 盛 員

107区 ~119医

lド!メ主 酒j占に井野武忠 治良
120区~1291三

130区 ~137[;<

本 武 夫 139区~1511)( 

り
ま
す
の
で
、
該
当
家
屋
の
あ
る
方
は

お
早
め
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

一
調
査
期
間
}
平
成
八
年
九
月
下
旬
か

ら
平
成
九
年
一
月
中
句
ま
で

{
対
象
家
居
}
平
成
八
年
一
月
二
日
以

一
¥
介
護
労
働
者
を

J

/

支
援
し
ま
す

/
/
ι
l
i
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
!
j
1
1
1
I
l
l
i
-
-
l
i
t
¥
¥
 

(
財
)
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
で

は
、
在
宅
介
護
な
ど
に
従
事
す
る
人
を

対
象
と
し
て
、
専
門
的
な
介
護
技
術
を

身
に
付
け
る
た
め
の
職
業
講
習
会
を
開

降
に
新
・
増
築
し
た
家
屋
及
び
取
り
壊

さ
れ
た
家
屋

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
固
定
資
産

係
(
宮
五
二
l

一
一
一
一
・
帰
二

O
四

一
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
に
も
様
々
な
支
援
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
の

一
お
問
い
合
わ
せ
}
(
財
)
介
護
労
働

安
定
セ
ン
タ
ー
愛
媛
支
部

[
E
O
八
九
l

九
¥
一

l

一
四
六
二
ま
で
。
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犬
や
猫
を
は
じ
め
熱
帯
魚
や
小
鳥
な

ど
、
私
た
ち
が
ベ
ッ
ト
と
し
て
か
わ
い

が
る
動
物
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
家
の

中
で
飼
え
る
動
物
が
、
人
に
被
害
を
与

え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

飼
ろ
の
が
い
や
に
な
り
捨
て
ら
れ
た
も

の
の
中
に
は
、
適
応
性
や
繁
殖
力
が
強

く
、
日
本
古
来
の
種
を
駆
逐
し
て
自
然

環
境
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う
も
の
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
犬
や
猫
は
、
無
責

任
に
飼
う
と
人
に
危
窓
口
を
加
え
た
り
、

所
か
ま
わ
ず
ノ
畳
一
や
尿
を
し
て
多
く
の
人

に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

ベ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
、
最
後
ま
で

面
倒
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
よ
く
考
え

て
、
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

現
在
ベ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
人
も
、
自

分
で
面
倒
を
見
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
捨
て
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ

一一一一お知らせ

住
宅
金
融
公
庫
の
融
党
/

制
与
改
正
味
弓

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
平
成
八
年
十

月
か
ら
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
よ
り

一
偵
の
高
い
住
宅
を
国
民
の
皆
様
に
建
設

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
床

面
積
に
応
じ
て
一
一
一
つ
に
区
分
し
て
い
た

金
利
体
系
を
、
公
庫
が
推
奨
す
る
質
の

高
い
住
宅
の
い
ず
れ
か
を
建
築
す
る
場

ぃ
。
家
族
の
一
員
と
し
て
可
愛
が
り
ま

し
ょ
、
っ
。

散
歩
き
せ
る
場
合
は
引
き
綱
に
つ
な

い
で
、
ピ
ニ

l
ル
袋
、
ヤ
ス
コ
ッ
プ
を
用

意
し
き
ち
ん
と
後
始
末
を
し
て
、
空
さ

地
や
公
園
に
義
一
な
ど
を
放
置
し
な
い
よ

う
に
し
、
自
分
で
飼
っ
て
い
る
以
外
の

犬
や
猫
に
は
餌
を
与
え
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

合
は
、
床
面
積
が
一
七
五
ば
ま
で
基
準

金
利
(
一
番
低
い
金
利
)
を
適
用
す
る

こ
と
に
し
、
よ
り
一
層
政
策
誘
導
性
の

高
い
金
利
体
系
に
改
め
ま
す
。

質
の
高
い
住
宅
と
は
?

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
タ
イ
プ
:
・
段
去
の
解

消
、
手
す
り
の
設
置
、
十
分
な
通
路
幅

の
確
保

②
耐
久
性
タ
イ
プ
・
・
・
柱
を
太
く
す
る
等

の
構
造
材
の
強
化
、
防
腐
・
防
蟻
処
理
、

小
屋
裏
・
床
下
換
気
の
強
化

③
省
工
ネ
タ
イ
プ
・
:
地
域
ご
と
に
定
め

ら
れ
た
厚
さ
の
断
熱
材
を
外
壁
£
屋
根

E

床
等
に
施
工
、
寒
冷
地
に
お
け
る
間

口
部
の
二
重
化

{
お
問
い
合
わ
せ
}
住
宅
金
融
公
庫
山

国
支
屈
広
報
相
談
課
(
盛

O
八
七
八

l

二
五

1
0
五
一
一
)
ま
で
。

主
媛
県
田
玄
白
詔

「
伊
予
八
藩
の
大
名
」
展

ペットは責任をもコて飼いましょう

伊
予
の
大
名
た
ち
が
所
用
し
た
武
具

を
は
じ
め
、
彼
ら
が
た
し
な
ん
だ
書
画

ゃ
、
身
の
回
り
を
彩
っ
た
調
度
な
ど
、

当
時
の
伊
予
文
化
の
粋
を
集
め
民
不
当
」

れ
て
い
ま
す
。

ご
家
族
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
、
日
以

非
ご
来
館
下
さ
い
。

{
展
示
資
料
}
伊
予
八
一
橋
大
名
家
伝
来

の
万
剣
、
叩
胃
、
馬
具
、
雛
飾
り
、
婚

礼
調
度
、
絵
画
、
能
道
具
な
ど
約
九
十

白…。{
展
示
期
間
}
九
月
一
日
(
日
)
ま
で

[
月
曜
日
休
館

-

E

午
前
九
時

i
午
後
五

時
]{

観
覧
料
}
有
料
で
す
【

{
お
問
い
合
わ
せ
}
愛
媛
県
歴
史
文
化

博
物
館
(
宮

O
八
九
四
I
六
三
l
六千宇

一
一
一
一
)
ま
で
。

佳
品
川
直
医
〉

こ
の
夏
、
君
も
恐
竜
の
な
ぞ
に
せ
ま
っ

て
み
よ
、
?
!

「
大
仏
国
に
恐
竜
た
ち
が
生
き
て
い
た

時
代
の
森
」
探
検
を
し
た
り
、
本
物
の

恐
竜
の
化
石
に
さ
わ
っ
た
り
、
恐
竜
に

つ
い
て
の
全
て
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
だ
!

{
開
催
期
間
}
九
月
一
円
(
日
)
ま
で

(
午
前
九
時
l
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

に
入
場
)

{
休
館
日
}
毎
週
月
曜
日

一
お
問
い
合
わ
せ
}
愛
媛
県
総
合
科
学

博
物
館
(
宮

O
八
九
七

1
四
O
l
四一

0
0
)
 

※
臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

展
示
品
保
守
点
検
等
に
よ
り
、
次
の

日
程
で
臨
時
休
館
し
ま
す
っ

。
平
成
八
年
九
月
十
円
(
火
)

j
十
三

日
(
金
)

O
平
成
九
年
一
一
月
四
日
(
火
)

j
五
日

(
水
)

長
浜
町
に
は
、
四
季
折
々
の
素
晴
ら

し
い
風
景
や
名
所
旧
跡
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

徒
渉
い
い
よ
る
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ

で
、
ク
イ
ズ
・
ゲ
I
ム
に
挑
戦
。
今
回

か
ら
宝
物
さ
が
し
も
加
え
長
品
も
多
数

用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
お
友
達
お

誘
い
合
わ
せ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ

'v 一

す
一
で

一報一騎
一d
H
H
J

一手配十
一耕

~長浜町立図書館~

著

検
隊
ri--

)
l
i
f
-
-
¥
¥
 

{
口
同
時
}
九
月
十
六
日
(
月
)
午
彼
-

時
集
合

{
集
合
場
所
}
町
体
育
館
前

{
探
検
コ

I
ス
}
旧
町
内
、
沖
浦
地

μ一

{
資
格
}
一
チ

I
ム
二
人
以
上

一
申
し
込
み
}
町
手
つ
く
り
委
員
会
イ
ベ

ン
ト
部
(
担
当
-
菊
地
・
西
宮
、
宮
五

一一

I
一
一
-
こ
ま
で
。

書名

[一般]

O蚕気楼・ー内田康夫

。宗塚1995夢と華……-

菊地健志

の松風"95…・

松本人志

O家族とは何だろうか…・-

鶴見俊輔

[小中学生]

。美しい日本の詩歌--_......

新美南吉

O まんが日本の歴史 1- 5 

古川 豊

O学 校 の ほ 談 1 、 15ーー

i叶 中治夫

Oかばさんの探検えほんー A

"T"1)ケ，ラトーブオ ド

悶園冒幽圃園回園臥園園a
 

a
 

睡
• 

a
 

圃毘圃圃

E置
白

園

目

E
目

.E.Ea'.
目
目
百
.
‘邑

者
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日米国際交流一一一

韓
シカゴ市から教師5人が来町~ホームステイなどで交流

国
際
交
流
や
国
際
感
覚
の
育
成
を
推
進
し
て
い
る

当
町
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
七
月
四
日
か
ら
六

日
ま
で
の
二
一
日
間
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
市
か
ら
訪

日
さ
れ
た
五
人
の
小
学
校
教
師
の
方
々
を
招
き
、
町

内
の
受
入
家
庭
で
の
ホ

l
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
交
流
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
松
山
国
際
理
解
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

と
米
国
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
市
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

財
凶
の
協
力
事
業
と
し
て
、
日
米
教
育
交
流
と
地
域

交
流
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
訪
れ
た
五
人
の

教
師
と
受
入
家
族
の
方
々
は
、
三
日
間
当
町
の
教
育

現
場
や
文
化
、
自
然
の
中
で
交
流
し
、
楽
し
く
有
意

義
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

7/4~木)

夕
方
、
町
中
央
公
民
館
に
到

着
。
待
ち
受
け
る
受
入
家
族
と

の
対
面
。
緊
張
の
中
に
も
笑
み

が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
お

互
い
の
自
己
紹
介
か
ら
・
:
。

緊張しながらも笑顔で握手

い
出
川
町
子
供
た
ち
と
一
緒
に
集
団

町
叶
料
登
校
(
長
浜
小
学
校
)
。
各
学

伊
場
知
年
の
授
業
参
観
の
後
、
六
年

女
一
組
と
二
組
で
ア
メ
リ
カ
の

家
庭
の
様
子
を
劇
で
披
露
。
質
疑
応
答

で
は
、
子
供
た
ち
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の

小
学
校
の
様
子
や
先
生
の
趣
味
な
ど
に

つ
い
て
の
質
問
な
ど
が
出
ま
し
た
。
最

後
は
、
子
供
た
ち
が
作
っ
た
歌
を
披
露

し
て
授
業
は
終
わ
り
、
休
み
時
間
に
は

も
の
お
じ
せ
ず
身
振
り
手
振
り
で
い
ろ

い
ろ
と
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
を
後
に
し
、
長
浜
大
橋
を
見

学
。
橋
の
開
聞
の
様
子
を
盛
ん
に
カ
メ

ラ
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

昼
食
は
、
白
滝
で
う
ど
ん
と
お
に
ぎ

り
に
挑
戦
。
皆
さ
ん
器
用
に
箸
を
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
滝
の
見
学
で
は
、
水

量
が
大
変
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り

感
嘆
・
・
・
感
嘆
・
・
・
。

アメリカ家庭の食事風景を熱演?

出
石
寺
へ
訪
問
。
皆
さ
ん
平
地
で
暮

ら
さ
れ
て
い
る
の
で
、
山
の
中
へ
中
へ

と
入
っ
て
い
く
の
が
珍
し
い
。
山
門
の

鐘
を
こ
わ
ご
わ
と
突
い
た
り
、
願
い
事

を
一
つ
だ
け
と
い
う
こ
と
で
祈
願
し
ま

し
た
。
家
族
の
健
康
を
願
っ
た
方
が
多

か
っ
た
が
、
中
に
は
、
子
供
の
結
婚
を

祈
願
し
願
い
が
叶
っ
た
ら
再
度
こ
こ
を

訪
れ
る
と
の
こ
と
。

嵐
展
望
台
か
ら
の
風
景
を
眺
め
た
り
、

魚
屋
さ
ん
の
水
槽
を
見
学
し
た
り
と
皆

さ
ん
に
と
っ
て
は
物
珍
し
い
も
の
ば
か

い
い
同
町
中
央
公
民
館
で
お
別
れ

町
制
れ
式
。
始
め
て
の
外
国
訪
問
が

旬
炉
、
日
本
で
、
こ
ん
な
に
歓
迎
さ

7

れ
て
大
変
う
れ
し
く
、
受
入

家
族
の
方
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
。
長
浜
で
の
体
験
は
大
変
感
銘
を

受
け
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

昼食のうどんも器用に箸を使って食べられました

一が
一
稲
田
保
博
さ
ん
家
族
(
沖
浦
)

一
米
川
幸
彦
さ
ん
家
族
(
長
浜
)

一
矢
野
利
雄
さ
ん
家
族
(
長
浜
)

一
高
木
満
敏
さ
ん
家
族
(
今
坊
)

一
稲
津
員
一
さ
ん
家
族
(
長
浜
)

コ『
A
Hノ

1
i

自然美あふれる長浜へまたおこしください
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L
E
T
Sタ
棚
グ
キ
シ
グ
一
代
富
一
一
曜
日
信
一

生
活
改
善
闘
し
お
さ
い
グ
ル
ー
プ

ふ
さ
佃
煮

一
材
料
}

ふ
き
(
ゆ
が
い
た
も
の
)
一
同

酒
(
か
ん
さ
ま
し
)
一

o
o
m

砂

糖

一

八

O
g

醤

油

三

O
O
昨

み

り

ん

五

O
∞

味

の

素

少

々

い

り

こ

五

O
g

干

し

梅

一

O
個

νし
し
い
た
け
三

O
j
四
O
g

五
O
g

水
ア
メ

一
作
り
方
}

一1
ふ
き
を
タ
ワ
シ
で
き
れ
い
に
洗
い
、

三
叩
位
に
カ
ッ
ト
し
、
一
晩
水
に
訟
け

て
ア
ク
を
抜
く
。

②
沸
騰
し
た
お
湯
で
、
色
が
変
わ
る
程

度
に
湯
が
い
て
水
で
怜
ま
し
、
二
十
分

i
二
一
十
分
後
に
計
量
す
る
。

③
干
し
梅
は
水
で
も
ど
し
塩
抜
き
を
す

る
え
ず
し
し
い
た
け
も
ぶ
で
も
ど
し
、

千
切
り
に
し
て
お
く
。

紹介コーナー

④
水
ア
メ
以
外
の
調
味
料
と
い
り
こ
を

入
れ
一
煮
か
一
て
し
、
先
に
用
意
し
て
お

い
た
ふ
き
、
千
切
り
し
い
た
け
、
梅
を

人
れ
、
弱
火
で
汁
気
が
無
く
な
る
ま
で

煮
込
む
。
最
後
に
水
ア
メ
を
人
れ
て
、

つ
や
を
出
し
で
き
あ
が
り
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

弱
火
で
時
間
を
か
け
て
煮
込
み
、
水

ア
メ
を
最
後
に
入
れ
る
と
、
お
い
し
く

き
れ
い
に
で
き
あ
が
り
ま
す
。

骨ド3伊都!J
浅葱蓮華

J、へ
Jペ、

長浜高校美術部

d 人

、ー'働、、

軟
式
テ
ニ
ス
か
ら
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
と

川
町
名
が
変
わ
り
、
生
挺
ス
ポ
ー
ツ
の
時

代
に
対
応
で
き
る
よ
う
ル
l
ル
も
い
お
干

改
正
さ
れ
、
面
白
さ
も
増
し
て
き
ま
し

た。
現
在
、
部
員
は
男
子
十
名
、
女
子
十

一
二
名
と
少
な
い
で
す
が
、
熱
心
に
練
宵

しおきいグループの皆さん

。ぞいますJ

ニス部

トテニス)

間体育協会ソフト

(ソ

を
重
ね
、
昨
年
は
、
郡
大
会
、
八
教
大

会
と
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
県
大
会
で
は

惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
が
、
県
大
会

で
の
平
均
年
令
は
最
高
で
は
な
か
っ
売

か
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
生
ま
れ
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の

灯
を
消
去
じ
な
い
よ
、
っ
、
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
経
験
者
・
未
梓
験
者
を
間
わ
ず
、

若
い
方
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
わ

是
非
ご
連
絡
下
さ
い
。

一
練
習
日
時
一
毎
週
火
・
水
ω

会
曜
日

(
午
後
七
時
l
一
一
、
円
曜
日
(
午
後
一
時

一
練
習
場
所
一
長
浜
中
学
校
テ
ニ
ス
コ

1

3
ト
a

七
四
)
ま
で
c

一
部
員
}
武
田
剛
、
武
田
守
、
頼
、
水
一
庄
司

ぃ
入
、
吉
岡
英
則
、
丸
山
喜
一
、
菊
地
利

邦
、
菊
地
郁
哉
、
恩
地
徳
明
、
友
搾
道

明
、
浅
井
隆
宏
、
頼
永
贋
子
、
石
岡
ア

ヤ
子
、
清
水
セ
ツ
子
、
丸
山
在
子
、
東

四
川
子
、
清
水
芳
江
、
菊
池
麻
子
、
金
淳

書
子
、
安
縛
谷
美
和
子
、
一
(
日
富
美
代
、

三
宮
智
栄
子
、
尾
崎
千
枝
、
友
浮
理
香
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ルポ。表彰一一一一

レ
ク
バ
レ
ー
で
健
康
増
進

1
十

a

チ
ー
ム
が
熱
戦
展
開
1

六
月
九
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
第
十
同
か
ん
ぽ
健
康
増
進

し
ク
パ
レ

1
大
会
が
開
催
さ
れ
、
十
一

チ
i
ム
八
十
七
名
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
郵
便
局
と
地
域
と
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
阿

る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
参
加
者

は
、
好
珍
プ
レ
ー
を
演
じ
な
が
ら
一
生

懸
命
ボ

l
ル
を
追
っ
て
い
た
り

結
果
は
、
優
勝
が
長
浜
ク
ラ
ブ
、
準

優
勝
大
和
ク
ラ
ブ
、
第
三
位
ク
ロ
ー
バ
ー

ズ
で
あ
っ
た
。

ア
ジ
サ
イ
の
里
づ
く
り

1
豊
友
会
が
苗
を
紳
し
木
1

六
月
十
六
日
、
豊
友
会
(
城
戸
茂
利

会
長
)
で
は
、
ア
ジ
サ
イ
の
黒
づ
く
り一本一本ていねいに挿し木をする豊友会の皆さん

に
向
け
、
会
員
十
五
人
が
参
加
し
約
二
一

千
本
の
さ
し
木
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
引
き
続
き
、
昨
午
移
植
し
た

前
畑
の
H

早
川
き
や
人
面
岩
什
近
の
枝
打

色
、
赤
岩
周
辺
の
清
掃
な
ど
も
行
な
わ

れ
、
よ
り
良
い
環
境
整
備
を
柱
と
し
た

里
づ
く
り
運
動
が
、
地
域
全
体
へ
徐
々

に
広
が
り
つ
つ
あ
る
様
子
で
あ
っ
た

η

中
間
齢
者
社
会
を
考
え
る

ー
第
三
回
女
性
の
つ
ど
い

1

六
月
二
十
九
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
に

お
い
て
、
箔
一
二
回
女
性
の
つ
ど
い
が
開

催
さ
れ
、
町
内
各
女
性
団
体
か
ら
約
一
一 声をかけあっての真剣なプレー

広
い
視
野
を
養
お
う

1
国
際
町
づ
く
り
講
座

1

七
月
八
日
、
町
中
央
公
民
館
で
第
二

回
国
際
町
、
つ
く
り
講
座
が
開
催
さ
れ
、

二
十
七
名
が
参
加

L
た。

参
加
者
は
、
来
日
中
の
イ
ギ
リ
ス
の

タ
ニ

1
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
い

ろ
い
ろ
な
も
の
の
児
方
に
つ
い
て
学
習

を
深
め
れ
~

こ
の
講
座
は
、
今
年
度
計
五
回
予
定

さ
れ
て
お
り
、
次
回
は
十
月
に
開
催
予

百
六
十
名
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
八
つ
の
女
性
団
体
の

会
員
で
組
織
す
る
、
長
浜
町
女
性
同
体

連
絡
協
議
会
に
よ
り
主
催
さ
れ
た
も
の
。

会
合
で
は
、
高
齢
化
社
会
に
関
す
る

ビ
デ
オ
視
聴
の
後
、
「
高
齢
者
社
会
に

定
で
あ
る
。

( ー 「 な た 対
15 法体す
田町見験る

ー」交発女

よ国妻宅宮
j竜一一ιk笥
俳女lたJh
旬」一~ 0 しテ

了置 の ↓
日一空」 活と

発 し

活発な意見交換が行われた女性のつどい

た
よ
る
竹
見
え
ぬ
崎
一
旦
の
迷
ひ
蔓

岩

本

勝

義

父
の
日
や
九
ト
一
歳
の
威
厳
も
ち

一

宮

菊

枝

新
築
の
鎚
音
急
ぐ
夕
焼
に

上

田

ス

ミ

維
草
に
追
は
れ
追
ひ
っ
つ
梅
雨
晴
間

上

田

孝

子

生
か
さ
れ
て
今
日
も
生
き
る
や
日
日
草

久

保

桂

子

切
れ
凧
の
空
一
一
一
迫
ふ
ご
と
く
泳
ぐ
ご
と
く

青

中

山

禎

なごやかな雰囲気の中学習する参加者

庭
訪
へ
ば
突
如
戸
張
る
雨
蛙

都

築

一

子

喜
寿
過
ぎ
し
夫
は
今
年
も
田
植
せ
り

平

井

松

子

街
角
の
手
話
の
二
人
や
風
薫
る

森

悦

子

H

白
滝
小
学
校

1

子

か
た
つ
む
り
大
き
な
お
う
ち
で
あ
そ
ん

で

る

二

年

上

満

愛

美

っ
ゅ
の
じ
き
お
山
が
き
り
で
か
く
れ
ん

は

二

年

同

本

剛

志

小
さ
い
芽
な
の
に
ぬ
か
れ
た
ヒ
マ
ワ
リ

に

三

年

大

野

孝

太

さ
く
ら
ん
ほ
ほ
っ
ぽ
の
か
げ
で
か
く
れ

ん

ぼ

三

午

西

付

友

希

あ
じ
さ
い
は
つ
ゆ
が
と
勺
一
て
も
好
き
な

花

四

年

松

岡

美

希

夏
の
本
は
こ
ん
虫
た
ち
の
レ
ス
ト
ラ
ン

四

年

大

野

達

也

ひ
ま
わ
り
が
お
円
さ
ま
め
が
け
て
の
び

て

い

く

五

午

堀

井

藍

ひ
ま
わ
り
が
私
を
お
い
こ
し
花
が
さ
く

五

年

窪

白

歩

雨
の
日
に
ど
こ
に
行
く
の
か
カ
タ
ツ
ム

リ

五

午

橋

本

慶

ア
ジ
サ
イ
の
明
く
庄
な
が
め
学
校
へ

六

年

酒

井

勇

輔

稲
の
市
キ
ラ
キ
ラ
光
る
つ
ゅ
の
朝

六

年

上

満

仁

美

暗
い
河
ほ
た
る
の
た
あ
ち
こ
ち
に

六

年

柿

見

真

タ
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H

戒
川
小
学
校
時

ぎ
り
が
に
が
ど
っ
こ
い
し
ょ
と
だ
っ
び

し

た

一

年

久

保

智

裕

あ
さ
が
お
の
つ
ぼ
み
の
あ
か
ち
ゃ
ん
こ

ん

に

ち

は

一

午

宮

下

友

里

も
ん
し
ろ
ち
ょ
う
花
か
ら
花
へ
と
あ
そ

ん

で

る

二

年

宇

都

宵

静

香

青
い
空
き
ら
き
ら
光
る
青
い
海

三

年

二

宮

諒

多

ス
イ
カ
わ
り
楽
し
く
や
ろ
う
う
れ
し
い

な

三

年

宮

下

法

子

ス
イ
カ
を
ね
冷
や
し
て
食
べ
る
お
い
し

い

な

四

年

宇

都

宮

悠

一

せ
ん
風
機
す
ず
し
い
風
だ
い
い
気
持
ち

同

午

久

保

管

忠

つ
り
ざ
お
を
沖
に
山
す
な
り
大
物
だ

五

年

二

宮

ま

ど

か

一一一一表彰・一歳です

l 苦言 lい撤顎開前日針。f~~~2妄ノ~~荏
!並行J藤毒事江主管三三ふ州予三(i51E
;l Jd月以州知~<~ì2一人法ソ【リはじりソ取減努

まこと

;山本 真ちゃん(下須戒)

カ
ブ
ト
虫
木
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
っ
て
き

た

五

年

二

宵

麻

希

夏
休
み
み
ん
な
で
か
け
る
夕
涼
み

五

年

三

宮

光

ヂ
カ
チ
カ
と
ほ
た
る
ま
い
と
ぶ
山
あ
い

に

し

ハ

午

ニ

宮

望

ぎ
に
あ
夏
だ
み
ん
な
で
泳
ぐ
水
し
ぶ
き

六

年

宮

下

喜

民

甲
南
田
進
さ
ん

ー
全
国
人
梓
擁
護
委
員

連
合
会
長
表
彰

1

六
月
五
日
、
松
山
市
で
愛
妓
県
人
権

ム山
占
パ
」

回
凶

恩出のロ貝
釆
宮

警
h

山隣接出l
〈

hι 
仇
い

K
A」

骨
貝

同又

擁
護
委
員
連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、

長
浜
の
黒
田
進
さ
ん
(
七

O
)
は
、
多

年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
ら

れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
よ
と

に
よ
り
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

長
表
彰
を
乏
賞
さ
れ
ま
し
え
。

:i6 : 
元め真
気ど心
てテ 、σコ
明 Z7あ
るごる

交タ務審γム警鐘鑑三手主
11 繍蹴闘牛ぷ♂?τ議<名三千
巧鴨臨弘二ヤ略語FH又
さ 言説 0~警警習驚鷺 L Zで
Jι~. 宅機繁附 . ‘ 摂暫繋 く ? あ
ブ;挙縛 J山叫ιヂ私雪考 z
母陸言響弘 シ〆
11 I鵠撃 湾嚇惨 、ゾ、一〆〆人蕊露 オ杓宅 し;

5ぬ-伊 ふ~ ム占ぷ三議議 u い

世 とi
さの;

原頁 i 
ん いl

B) 平成 7年8月23日生まれ をー

品田 に れ り事 簡
が長お六ま、業易
手浜い月し四の f呆
寝郵て二た国発険
さ便そ十。郵展力11
れ局の丘 政に入
ま 長 伝 U 局貢者
しよ達、 長献の
たり式伊 J惑さ会
。感が予 謝れの

議f行長 状た育
~犬わ浜 をこ成
とれ郵 受と並
言己 、i更 itにひマ
念 ZJ局 らょに

西
村
護
さ
ん

ー
四
国
郵
政
局
長
感
謝
状
1

長
浜
の
西
村
護
さ
ん
(
八
二
は

「

m

o

丸

ま

慣

盗

を

よ

ま

や

よ

一

一

一

川

、

っ

上

ま

習

を

一

し

い

は

し

一

一

前

よ

し

の

る

車

キ

ま

で

き

ま

一

一

た

し

ま

そ

め

伝

ン

c
L
し

歩

し

う

一

一

章

ま

い

は

か

酢

ジ

う

に

発

り

意

よ

一

一

軍

ム

け

に

場

確

ー

し

l

ン

ょ

う

続

と

討

し

一

一
、
~
れ
か
う
現

o

を

f

エ
し

4
が

、

手

ひ

仁

ま

一

一

4
M出
よ

ら

う

ギ

十

、

ま

以

件

は

守

の

オ

け

一

一

安

吋

て

い

・

た

よ

カ

い

は

し

Jペ
門
事
に

Jμ苛
性

リ

つ

一

↑
工
中
配
此
む
叶
吋
.
な
な
つ
し
は
一
時
ク
酌
難
川
酎
女
ん

ω引

J

冶
巾
一

一t吋J

れ

カ

カ

か

ま

に

ο

オ

、

る

ツ

を

盗

ノ

O£
主
の
〉
ミ
」
ハ
支
ヌ
一

一
地
、
己
つ
よ
よ
声
主
円
己
叩
宵
円
か
け
前
う

bP‘
に
れ
ロ
コ
吊
叩
の
ト
う

U
夜

む

に

一

一
別
別
一
そ
と
を
に
届
る
よ
町
軒
十
め
輯
鯉
竿
岬TJ

一
一
切
刊
入
ひ
金
宝
害
門
に
寝
し
愛
吃
土h
り
ア
貴
町
泊
羽
オ
し
方
や
う
か
づ
刊
九
℃

L)ι
 
一

一こ
t蔓
白
昌
量
司
更
一
支
叉
-
入
ぺ
、
現
被
察
や
ま

E

し
カ
ト
こ

J

.

ま

p4叩
道

よ

斗

干

回

一
14-

割
に
の
、
筆
一
一
一
時
け
以
な
車
、
判
事
車
し
い
ん
従
し
刊
の
一

一

腕

隣

額

し

、

出

つ

刷

れ

動

き

の

c

o

転

を

円

い

ま

盗

。

着

一

一

寸

お

多

も

で

列

を

フ

ま

白

抜

車

う

す

白

名

ラ

暗

め

寝

う

下

一

一

川

公

安

※

大

凶

交

交

大

同

女

大

大

一ぷ
山
市
ト
ス
の
安
全
は
、
電
気
を
使
、
つ
あ
な

た
の
正
し
い
知
識
が
大
切
で
す
H

電
気
製
品
を
購
入
さ
れ
た
と
き
は
、

取
扱
説
明
古
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
住
い

ま
し
ょ
う
。

(
財
)
四
国
電
気
保
安
協
会
大
刈
支
所

(
程
二
一
ニ
l
五
O
一一
J

八
月
は

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
で
す

感謝状を受けられた西村さん

夏
季
は
、
皮
膚
の
露
出
部
分
が
多
く

な
り
、
発
汗
に
よ
り
皮
膚
が
濡
れ
て
孟

気
が
通
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

疲
労
か
ら
一
一
日
怠
力
が
散
漫
に
な
り
が
も

で
、
感
電
な
ど
の
電
気
事
故
は
、
夏
季

(七
j
九
月
)
に
集
中
し
て
発
生
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
通
商
ハ
従
業
省

の
主
唱
の
も
と
「
電
気
慣
用
安
全
運
動
」

が
全
同
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
一
け

当
協
会
も
、
他
凶
体
と
協
力
し
て
や
一
地

気
安
全
啓
蒙
、
電
気
安
全
講
習
会
の
開

催
、
電
気
設
備
の
点
検
や
不
良
設
備
円

改
修
促
進
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す。

防犯登録、記
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O
長
浜
保
育
所
保
護
者
会

(
尾
崎
啓
子

代
表
)
:
・
全
自
動
洗
濯
機
を
長
浜
保
育

所
へ

。

O
櫛
生
地
域
有
志

(大
元
宗一

代
表
)
:・

園
児
用
4
連
ロ
ッ
カ
ー

1
個
を
櫛
生
保

育
所
へ

。

O
櫛
生
保
育
所
保
護
者
会
(
松
並
真
理

子
代
表
)
:
・
園
児
用
4
連
ロ
ッ
カ
ー
ー

個
を
櫛
生
保
育
所
へ

。

O
国
際
ソ
ロ
プ
ケ
ミ
ス
ト
大
洲

(尾
崎

千
代
代
表
)
:
・現
金
五
万
円
を
長
浜
町

へ
。

O
沖
浦
保
育
所
母
の
会

(漬
江
仁
美
代

表
)
:
・
パ
ノ
ラ
マ
ズ

l
ム
カ
メ
ラ
と
ソ

フ
ァ

ー
2
脚
を
沖
浦
保
育
所
へ

。

O
豊
茂
保
育
所
卒
園
児
保
護
者

一
同

(大
石
さ
よ
子
代
表
)
・:
木
製
ハ
ン
ガ
ー

ス
タ
ン
ド
を
豊
茂
保
育
所
へ

。

O
豊
茂
の
菊
地
以
也
さ
ん
・
:
ボ
l
ル
9

寄
付
採
納

印刷 (有)岸本印刷平成 8年8月l日発行平成 8年 8月号広 報ながはま

個
を
豊
茂
保
育
所
へ

。

O
愛
媛
県
商
工
会
婦
人
部
連
合
会

(藤

木
久
子
会
長
)
:
・
電
動
ミ
シ
ン

1
台
を

白
山
園
へ

。

O
伊
予
市
の
吉
井
税
さ
ん
・
・・
現
金
四
万

円
を
長
浜
町
へ

。

O
青
島
の
岡
理
三
郎
さ
ん
・・
・
現
金
百
五

十
万
円
を
長
浜
町
へ

。

。
結

婚

6
月
届
出
分

(敬
称
略
)

イ主

戸斤

氏

名if.2. i閏

L 司、 IJ...l. ロ r ¥ ，---，.. _" ， -.，_ ， 一 一-"'"二一~、 ご.、奇池.J-: 1 一一一 -dど司、F;.....竺.-'
"'"ーで主将ヲ /.1"-' 

お
〈
や
み

6
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

豊

茂
下
須
戒

長

浜

柴出

海
下
須
戒

櫛

生
下
須
戒

仁

久

戒

川

水
本
カ
ズ
子

東

安

男

近

藤

照

子

藤

測

徳

衛

奥

田

愛

香

兵

頭

正

下
坂

昭

義

山

岡

亀

市

山
崎
ハ
ツ
子

山
本

房
子

(八
五
)

(七

二

(八
六
)

(七
一ニ
)

(八
六
)

(八
九
)

(六一

一)

(七
二
)

(八
三
)

(六
七
)

8月は残暑が厳しくて冷たいビー

ルが欲しし」 我が国で最初にビー

ルを飲んだのは、ペリーが幕府に

開国を迫った時の日本側 通訳、 川

本幸 民 で あ る 。

ビールが輸入されたのは明治初

年だが、明治29年 4月 1日の朝日

新聞が「国産ビール舶来しのぐ」

の見出しで「当時国内において麦

酒醸 造会社を創立したるは桜田、

キリン、札幌又 は朝日あり明治23
えびす

年 以 後 に 及 ん で恵比寿 、浅田、大

黒等の日本麦 酒世 に 現 出 す る に至

り (略)舶来麦 酒の販路及び需要

額を減縮し現今に及びでは舶来麦

酒の輸入高其盛時の二 十分に過ぎ

ず」 と国産ビー ル の 隆 昌 を 報 じ て

いる 。

24年 8月29日には「ビールは衛
せいせん

生上有益なる原質を精撰し其醸造

を醇良にし其風味を佳美 にし殊に
Cまと

滋養分の多き事は殆んど牛乳と其
ひと し 6ずん

比 例を均ふするを以て内外緒彦の

噌好に適し云々」と某会社のラベ

ル入り広告を載せている 。

日本でビールを醸造したのは英

人コ ー プ ラ ン ドで、明治 5年 横 浜

山手の天沼で醸造を始め、人々は
あまぬま

これを「天沼ビアザケ」と称んだ。

キリンビールの前身である。当時、

ビールは大 1本 15銭 で、 米は 1升

8銭 6毛であった。

今月のト ップは金楕潤さん
真紀さんのカップル

長

浜

大
洲
市

富金

川 橋

真

，、.、‘
ι. ..".. -J 
I .・_J ‘・-‘ ._J 

II1I 

住 6 お
所昌誕

保田生
謹 分 会号

震長ふる
名護1f

長長 三 四 三 二四 二 続 ) ι
女女女 男男男男女 柄 う

奈な絵 ぇ l 祐T真 ま 四 11 
優 す津 っ利 り ひ勝 2左前太た実み 去
香か美み奈 な光吉太五大三郎守子 こ 七

白櫛長

積海茂滝生浜

大大久東寺清斎東
田野保浦田水藤

一 英勝義 天 勝
賀 一 義隆智学祐浩

白柴穂出 豊

r竜

数

人口をふやしましょう

6月末 現在 前月との比較

10，577人 5人減

人 口 (男 4，976人) (男2人 増 )

女 5，601人 女 7人減

世 帯数 3，722世帯 6世帯減
1 

帯世口人


